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明
治
以
降
、
学
校
教
育
に
よ
り
読
み
書
き
の
能
力
（
リ
テ
ラ
シ
ー
）
を
獲
得
し
た
無
数
の
人
々
が
日
記
を
綴
っ
て
き
た
。
日
記
は
人
間
の
書

き
綴
る
欲
望
を
満
た
す
媒
体
で
あ
り
、
多
種
多
様
な
日
記
帳
文
化
が
そ
の
欲
望
を
支
え
た
。
一
方
で
日
記
は
、
点
検
者
が
読
む
こ
と
を
前
提

と
し
た
「
書
か
さ
れ
る
」
も
の
で
も
あ
り
、
書
き
手
の
行
動
と
内
面
を
拘
束
す
る
装
置
と
し
て
も
機
能
し
た
。
本
章
は
本
書
全
体
の
総
論
と

し
て
、
史
料
・
モ
ノ
・
行
為
の
三
点
を
軸
に
近
代
日
本
の
「
日
記
文
化
」
を
考
察
す
る
視
座
を
提
示
す
る
。

1
　
は
じ
め
に

「
だ
け
ど
、
五
月
二
十
三
日
っ
て
、
よ
く
覚
え
て
る
ね
。」

「
日
記
を
見
れ
ば
、
直
ぐ
分
か
る
わ
。」

「
日
記
？　

日
記
を
つ
け
て
る
の
？
」
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「
え
え
、
古
い
日
記
を
見
る
の
は
楽
し
み
で
す
わ
。
な
ん
で
も
隠
さ
ず
そ
の
通
り
に
書
い
て
あ
る
か
ら
、
ひ
と
り
で
読
ん
で
い
て

も
恥
ず
か
し
い
わ
。」（
四
二
﹈
1

▼
注﹇

）　

 

　

川
端
康
成
の
代
表
作
「
雪
国
」
の
主
要
人
物
で
あ
る
駒
子
に
は
日
記
を
綴
る
習
慣
が
あ
る
。
日
記
は
駒
子
に
と
っ
て
「
な
ん
で
も
隠

さ
ず
そ
の
通
り
に
」
書
く
媒
体
で
あ
り
、
書
い
た
内
容
を
自
ら
再
読
し
て
楽
し
む
も
の
で
も
あ
る
。
会
話
の
相
手
で
あ
る
島
村
に
初
め

て
出
会
っ
た
日
付
を
覚
え
て
い
る
の
は
、
そ
の
日
の
日
記
を
一
度
な
ら
ず
読
み
返
し
た
か
ら
こ
そ
で
あ
ろ
う
か
。
駒
子
が
日
記
を
始
め

た
の
は「
東
京
で
お
酌
に
出
る
少
し
前
」の
一
六
歳
の
時
で（
同
上
）、「
一
番
古
い
日
記
の
一
番
始
め
」に
は
、東
京
に
向
か
う
駒
子
を
た
っ

た
一
人
見
送
っ
て
く
れ
た
幼
馴
染
み
の
こ
と
が
記
し
て
あ
る
と
い
う
（
七
一
）。
以
後
、
駒
子
は
ず
っ
と
欠
か
さ
ず
に
日
記
を
綴
っ
た
と

語
る
。「

だ
け
ど
、
毎
日
毎
日
っ
て
ん
じ
ゃ
な
く
、
休
む
日
も
あ
る
の
よ
。
こ
ん
な
山
の
中
だ
し
、
お
座
敷
へ
出
た
っ
て
、
き
ま
り
き
っ

て
る
で
し
ょ
う
。
今
年
は
頁
ご
と
に
日
附
の
入
っ
た
の
し
か
買
え
な
く
て
、
失
敗
し
た
わ
。
書
き
出
せ
ば
ど
う
し
て
も
長
く
な
る

こ
と
が
あ
る
も
の
。」（
四
三
）

　

書
く
べ
き
出
来
事
が
特
に
な
け
れ
ば
休
む
日
も
あ
る
一
方
で
、「
書
き
出
せ
ば
ど
う
し
て
も
長
く
な
る
」
こ
と
も
あ
る
。
駒
子
の
書

く
こ
と
へ
の
欲
求
は
、
整
え
ら
れ
た
日
記
帳
の
枠
組
を
窮
屈
に
感
じ
る
ほ
ど
に
強
い
。
出
来
事
の
み
の
記
録
で
あ
れ
ば
、
一
日
の
枠
内

に
収
ま
る
よ
う
に
要
約
の
し
よ
う
も
あ
ろ
う
。
そ
う
で
き
な
い
の
は
、
枠
組
を
越
え
て
溢
れ
る
心
情
が
駒
子
の
書
く
欲
求
の
根
源
に
あ

る
か
ら
で
あ
る
。
物
語
の
後
半
、
駒
子
が
住
ま
う
駄
菓
子
屋
の
二
階
を
訪
れ
た
島
村
は
、「
こ
れ
、
日
記
。」
と
箪
笥
の
上
を
捜
し
て
言

う
駒
子
に
「
ず
い
ぶ
ん
あ
る
ん
だ
ね
。」
と
答
え
る
（
一
五
一
）。
こ
の
時
二
一
歳
と
さ
れ
る
駒
子
は
、
書
き
始
め
の
一
六
歳
か
ら
ど
れ

ほ
ど
多
く
の
日
記
帳
を
費
や
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
物
語
の
最
初
か
ら
最
後
ま
で
、
駒
子
の
心
情
が
直
接
的
に
描
写
さ
れ
る
こ
と
は
な

い
。
日
記
が
「
ず
い
ぶ
ん
あ
る
」
と
い
う
島
村
の
感
想
が
示
唆
す
る
の
は
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
の
思
考
と
喜
怒
哀
楽
が
駒
子
の
内
面
に
生

ま
れ
、
無
数
の
言
葉
と
な
っ
て
紙
面
に
溢
れ
出
た
事
実
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
「
雪
国
」
の
視
点
人
物
で
あ
る
「
島
村
の
物
語
」
を
、
あ

る
い
は
凌
駕
す
る
可
能
性
を
秘
め
た
「
駒
子
の
物
語
」
が
内
包
さ
れ
て
い
る
。

「
君
の
家
が
こ
こ
か
。」

「
え
え
。」

「
日
記
を
見
せ
て
く
れ
る
な
ら
、
寄
っ
て
も
い
い
ね
。」

「
あ
れ
は
焼
い
て
か
ら
死
ぬ
の
。」（
五
四
）

「
ね
え
、あ
ん
た
素
直
な
人
ね
。素
直
な
人
な
ら
、私
の
日
記
を
す
っ
か
り
送
っ
て
あ
げ
て
も
い
い
わ
。あ
ん
た
私
を
笑
わ
な
い
わ
ね
。

あ
ん
た
素
直
な
人
だ
と
思
う
け
れ
ど
。」（
八
八
）

　

島
村
に
は
駒
子
の
日
記
を
見
た
い
と
い
う
欲
望
が
あ
る
。
し
か
し
駒
子
は
「
な
ん
で
も
隠
さ
ず
そ
の
通
り
に
」
書
い
た
記
録
だ
か
ら

こ
そ
、
秘
匿
し
、
自
己
の
死
に
際
し
て
は
焼
却
す
る
覚
悟
で
、
他
者
の
目
に
触
れ
な
い
こ
と
を
望
む
。
そ
の
一
方
で
、「
素
直
な
人
」

に
な
ら
ば
、
書
き
溜
め
た
日
記
を
「
す
っ
か
り
送
っ
て
」、
そ
の
全
体
が
読
ま
れ
て
も
構
わ
な
い
と
言
う
。
赤
裸
々
に
吐
露
し
た
自
己

の
内
面
は
最
後
ま
で
秘
匿
し
通
す
と
い
う
信
念
と
、
決
定
的
な
機
会
と
相
手
が
あ
れ
ば
そ
の
全
て
を
読
ま
れ
た
い
と
い
う
欲
望
と
は
、

表
裏
一
体
と
な
っ
て
共
存
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
駒
子
の
日
記
へ
の
態
度
は
特
殊
な
も
の
で
は
な
い
。
明
治
以
来
、
有
名
無
名
の
無
数
の
人
々
が
日
記
を
綴
っ
て
き
た
。

自
分
に
相
応
し
い
日
記
帳
を
選
び
、
あ
る
い
は
他
者
か
ら
与
え
ら
れ
、
紙
面
の
枠
組
に
則
り
、
時
に
抗
い
な
が
ら
、
日
々
の
出
来
事
の

記
録
と
と
も
に
、
自
己
の
赤
裸
々
な
内
面
を
綴
っ
て
き
た
。
そ
の
内
容
が
露
呈
し
な
い
よ
う
秘
匿
し
、
い
っ
そ
処
分
し
た
い
と
願
い
、
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そ
れ
で
も
ど
こ
か
で
読
者
の
眼
差
し
を
意
識
し
て
、
日
記
は
膨
大
に
生
み
出
さ
れ
て
き
た
。
駒
子
の
姿
は
近
代
日
本
を
生
き
、
日
記
を

綴
っ
た
人
々
の
典
型
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

一
方
で
、
後
に
詳
述
す
る
よ
う
に
、
日
記
と
は
「
書
か
さ
れ
る
」
も
の
で
も
あ
る
。
近
代
日
本
の
学
校
教
育
や
軍
隊
教
育
に
お
い
て
、

し
ば
し
ば
日
記
は
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
人
々
は
自
身
の
欲
求
と
は
別
に
、
日
々
の
出
来
事
と
そ
の
都
度
の
感
想
を
綴
り
、
定
期
的
に
提

出
し
た
。
点
検
者
は
提
出
さ
れ
た
日
記
を
読
み
、
必
要
に
応
じ
て
赤
字
を
入
れ
、
書
き
手
を
励
ま
し
、
時
に
叱
責
し
た
。
こ
の
よ
う
に

他
者
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
自
己
の
内
面
を
綴
る
行
為
と
は
、
い
か
な
る
「
書
く
文
化
」
の
現
れ
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
。

　

本
書
で
は
、
①
綴
ら
れ
た
日
記
の
内
容
（
史
料
と
し
て
の
日
記
）、
②
日
記
帳
の
体
裁
や
生
産
流
通
（
モ
ノ
と
し
て
の
日
記
）、
③
習
慣
的

に
日
記
を
書
き
綴
る
営
み
（
行
為
と
し
て
の
日
記
）
を
総
称
し
て
「
日
記
文
化
」
と
呼
ぶ
。
近
代
日
本
に
お
い
て
「
日
記
文
化
」
は
ど
の

よ
う
に
形
成
し
、
展
開
し
た
か
。
日
々
を
書
き
綴
る
無
数
の
人
々
の
営
み
は
、
近
代
日
本
の
社
会
構
造
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
、

変
容
を
も
た
ら
し
得
た
か
。「
日
記
文
化
」
の
実
態
と
史
的
展
開
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
書
記
文
化
史
の
観
点
か
ら
近
代

日
本
の
理
解
を
深
め
、
問
い
直
す
契
機
を
つ
く
る
こ
と
が
本
書
の
目
的
で
あ
る
。

　

本
章
で
は
本
書
全
体
の
総
論
と
し
て
、
史
料
・
モ
ノ
・
行
為
の
三
点
を
軸
に
「
日
記
文
化
」
を
め
ぐ
る
研
究
視
座
を
提
示
し
、
そ
の

可
能
性
を
探
り
た
い
。

2
　
史
料
と
し
て
の
日
記

　
日
記
の
研
究
と
ア
ー
カ
イ
ヴ
の
現
在
　

　

書
き
手
の
生
活
と
喜
怒
哀
楽
が
綴
ら
れ
た
日
記
は
、
そ
の
私
的
性
格
ゆ
え
に
、
本
人
や
身
内
の
意
向
に
よ
り
廃
棄
さ
れ
る
こ
と
も
少

な
く
な
い
。
そ
う
な
ら
ず
に
後
世
ま
で
遺の
こ

り
、
存
在
が
再
び
見
出
さ
れ
、
書
き
手
が
想
像
も
し
な
か
っ
た
読
者
を
得
る
こ
と
は
、
一
つ

の
劇
的
な
物
語
で
も
あ
る
。

　

後
世
に
遺
さ
れ
た
日
記
を
私
達
が
紐
解
く
と
き
、
過
去
の
人
々
の
生
の
営
み
に
繋
が
り
、
書
き
手
の
個
性
と
そ
の
人
が
過
ご
し
た
時

代
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
後
世
の
読
み
手
が
そ
こ
に
歴
史
的
意
義
を
見
出
す
と
き
、
書
き
手
の
生
き
た
証あ
か
しで

あ
る
日
記
は
、

史
料
と
し
て
新
た
に
息
吹
き
だ
す
。

　

様
々
な
学
問
領
域
に
お
い
て
、
日
記
は
歴
史
を
語
る
貴
重
な
史
料
と
し
て
読
み
解
か
れ
て
き
た
。
近
代
日
本
の
日
記
を
扱
う
学
術

書
の
刊
行
は
近
年
も
相
次
い
で
お
り
、
す
で
に
完
結
し
た
『
日
記
に
読
む
近
代
日
本
』（
全
五
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
一
〜
二
〇
一
二
年
）

の
ほ
か
、
二
〇
一
六
年
に
刊
行
が
開
始
さ
れ
た
『
日
記
で
読
む
日
本
史
』（
全
二
〇
巻
、
臨
川
書
店
）
で
も
近
代
の
日
記
を
扱
う
巻
が
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
新
書
版
の
鈴
木
貞
美
『
日
記
で
読
む
日
本
文
化
史
』（
平
凡
社
新
書
、
二
〇
一
六
年
）
や
、
政
治
史
に
特
化
し
た
黒
沢
文
貴
・

季
武
嘉
也
編
著
『
日
記
で
読
む
近
現
代
日
本
政
治
史
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
七
年
）
も
上
梓
さ
れ
て
い
る
。

　

従
来
、
史
料
的
意
義
が
見
出
さ
れ
る
の
は
政
治
家
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
作
家
な
ど
著
名
な
有
識
者
の
日
記
が
中
心
で
あ
っ
た
。
そ

の
一
方
で
、
近
代
日
本
は
市
井
の
人
々
が
無
数
に
日
記
を
綴
っ
た
時
代
で
も
あ
る
。
学
校
教
育
制
度
の
整
備
に
よ
り
、
基
本
的
な
読
み

書
き
の
能
力
、
す
な
わ
ち
リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に
つ
け
た
人
々
は
急
増
し
た
。
一
九
七
〇
年
代
以
降
に
は
、
戦
場
と
銃
後
の
記
録
を
中
心

と
し
て
、市
井
の
日
記
の
出
版
も
目
立
つ
よ
う
に
な
る
﹈
2

▼
注﹇

。
家
永
三
郎『
太
平
洋
戦
争　

第
二
版
』（
岩
波
書
店
、一
九
八
六
年
）や
吉
見
義
明『
草

の
根
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
七
年
）
は
、
そ
の
よ
う
な
記
録
に
史
料
的
意
義
を
見
出
し
た
先
駆
的
な
著
作
と
し
て

挙
げ
ら
れ
よ
う
。
以
後
は
様
々
な
関
心
か
ら
の
市
井
の
日
記
出
版
も
増
え
、
近
年
の
例
で
は
、
早
稲
田
で
五
〇
年
近
く
営
業
を
続
け
る

五
十
嵐
書
店
の
店
主
・
五
十
嵐
智
氏
の
青
年
期
の
日
記
を
取
り
上
げ
た
『
五
十
嵐
日
記
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
四
年
）
や
、
一
巻
全
体
を

多
種
多
様
な
日
記
の
翻
刻
で
構
成
し
た
画
期
的
な
『
青
森
県
史　

資
料
編
近
現
代
8
「
日
記
」』（
青
森
県
、
二
〇
一
七
年
）
な
ど
が
あ
る
。

　

市
井
の
日
記
の
蒐
し
ゅ
う

集し
ゅ
う保
全
と
継
承
に
関
わ
る
活
動
と
し
て
、
一
九
八
六
年
に
設
立
さ
れ
、
現
在
も
精
力
的
な
活
動
を
続
け
る
「
女
性

の
日
記
か
ら
学
ぶ
会
」（
千
葉
県
八
千
代
市
、
代
表
島
利
栄
子
）
の
活
動
は
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。
同
会
に
寄
贈
ま
た
は
寄
託
さ
れ
た
市
井

の
人
々
の
日
記
・
書
簡
・
家
計
簿
は
数
千
点
に
及
ぶ
。
会
員
は
定
例
会
な
ど
を
通
じ
て
個
々
の
日
記
を
読
み
解
き
、
研
究
発
表
を
お
こ

な
い
、
講
演
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
定
期
的
に
開
催
す
る
。
同
会
の
代
表
で
あ
る
島
利
栄
子
氏
の
著
作
に
は
『
日
記
拝
見
！
』（
博
文
館
新
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社
、
二
〇
〇
二
年
）、『
戦
時
下
の
母　

大
島
静
日
記
10
年
を
読
む
』（
展
望
社
、
二
〇
〇
四
年
）
の
ほ
か
、
ご
自
身
の
日
記
に
基
づ
く
『
親
な

き
家
の
片
づ
け
日
記　

信
州
坂
北
に
て
』（
み
ず
の
わ
出
版
、
二
〇
一
五
年
）
な
ど
が
あ
る
（
本
書
の
最
後
に
は
島
氏
と
の
特
別
対
談
を
収
録
す
る
）。

ま
た
、
同
会
の
史
料
の
読
み
解
き
の
成
果
と
し
て
は
『
手
紙
が
語
る
戦
争
』（
み
ず
の
わ
出
版
、
二
〇
〇
九
年
）、『
時
代
を
駆
け
る　

吉
田

得
子
日
記1907
│1945

』（
み
ず
の
わ
出
版
、
二
〇
一
二
年
）
な
ど
が
あ
る
。

　

筆
者
自
身
に
は
、
大
学
院
時
代
の
恩
師
で
あ
る
故
福
田
秀
一
氏
（
国
文
学
研
究
資
料
館
名
誉
教
授
、
国
際
基
督
教
大
学
元
教
授
）
が
蒐
集
し

た
日
記
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
書
目
リ
ス
ト
を
作
成
し
た
経
験
が
あ
る
﹈
3

▼
注﹇

。
日
本
中
世
の
和
歌
を
ご
専
門
と
す
る
福
田
氏
は
、
時
代
を
問
わ
ず

日
記
と
そ
れ
に
関
す
る
資
料
を
蒐
集
し
た
。
特
に
明
治
以
降
の
日
記
資
料
は
数
が
多
く
、
①
商
業
出
版
さ
れ
た
日
記
、
②
私
家
版
と
し

て
頒
布
さ
れ
た
日
記
、
③
日
記
本
文
を
掲
載
し
た
学
術
誌
、
一
般
誌
や
そ
の
複
写
版
、
④
研
究
書
や
雑
誌
特
集
号
な
ど
二
次
的
文
献
、

⑤
手
書
き
用
の
日
記
帳
を
あ
わ
せ
、
約
四
〇
〇
〇
点
に
の
ぼ
る
（〈
福
田
日
記
資
料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〉
と
総
称
す
る
）。

　

こ
の
う
ち
⑤
の
手
書
き
用
の
日
記
帳
は
、
一
八
八
七
（
明
治
一
〇
）
年
か
ら
二
〇
〇
五
年
ま
で
の
時
代
幅
で
計
四
九
二
冊
あ
り
﹈
4

▼
注﹇

、
詳

細
な
目
録
を
作
成
し
て
公
に
し
た
（
田
中
祐
介
・
土
屋
宗
一
・
阿
曽
歩
「
近
代
日
本
の
日
記
帳
│
故
福
田
秀
一
氏
蒐
集
の
日
記
資
料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ

り
│
」『
ア
ジ
ア
文
化
研
究
』
第
三
九
号
、
二
〇
一
三
年
三
月
。
次
ペ
ー
ジ
に
目
録
の
サ
ン
プ
ル
を
掲
示
す
る
）。
本
書
で
は
、
こ
の
手
書
き
用
の
日
記

帳
群
を
〈
近
代
日
本
の
日
記
帳
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〉
と
総
称
し
、い
く
つ
か
を
分
析
対
象
と
す
る
。
本
章
で
取
り
上
げ
る
日
記
帳
の
ほ
か
、

第
1
部
1
章
（
柿
本
真
代
）
で
は
明
治
期
の
高
等
小
学
校
生
の
『
日
誌
』（
全
六
冊
、
7-

1
〜
7-

6
）
﹈
5

▼
注﹇を
、
第
2
部
3
章
（
新
藤
雄
介
）
で

は
昭
和
期
の
公
務
員
に
よ
る
『
昭
和
六
年
　
自
由
日
記
』
お
よ
び
『
昭
和
八
年
　
当
用
日
記
』（
124-

1
〜

124-

2
）
を
、第
4
部
10
章
（
堤

ひ
ろ
ゆ
き
）
で
は
大
正
期
の
『
教
育
実
習
日
記
』（
39-

1
）
を
取
り
上
げ
る
﹈
6

▼
注﹇

。

　

現
状
で
は
、
公
的
機
関
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
少
数
の
事
例
を
除
け
ば
、
市
井
の
人
々
が
綴
っ
た
日
記
の
多
く
は
管
理
責
任
を
個
人
が

担
っ
て
お
り
、
将
来
の
利
用
を
見
据
え
た
安
定
的
な
保
存
環
境
に
な
い
。
個
人
情
報
の
塊
で
あ
る
日
記
の
学
術
的
な
利
用
に
は
慎
重
に

慎
重
を
期
さ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
日
記
の
散
逸
を
防
ぎ
、
未
来
へ
の
継
承
を
見
据
え
る
ア
ー
カ
イ
ヴ
事
業
の
推
進
は
急
務
で
あ
る
と
言

え
る
。
そ
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、
今
後
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
よ
っ
て
近
代
日
本
に
お
け
る
日
記
資
料
の
総
体
的
把
握
に
一
歩
踏
み

番号 日記帳名 著者・編者 版元 発行年月日
記入者情報

記入期間 備考・特記事項氏
名
性
別 属性

49 軍隊日誌 大正
五年十二月一
日自 大正六年
六月十七日 至

自家製和綴 ○ 男 軍人。「歩兵第 9聯隊
第 7中隊第 4班」（表
紙）、「第 6中隊第 6
内務班」（裏表紙）。

1916.12.1-
1917.6.17

軍隊生活の詳細な記録。

50 一代日記 磯村政富
（編）

東京書
院

1917.11.30 未使用 箱入りの日記帳。一緒に懐
中手簿も収められる。

51 大正七年 当用
日記

積善館編
輯所（編）

積善館 1917.9.5 ○ 男 学生。 1918.1.1-
12.31

学校生活と交友の記録。

52 大正八年 うた
ひ日記

吉田唯雄 檜謡曲
書店

1918.11.20 未使用 毎日、日記欄外に有名歌が
掲載。

53 大正八年 家庭
日記

大橋新太
郎（編）

博文館 1918.10.15 女
か

不明。 1919.1.1-
12.31

四版（初版無記）。日々の
出来事の簡潔な記録。日記
欄には金銭出納も記録され
る。

54 大正八年 夏期
休暇日誌 福井
高等女学校

今杢商
店

記載なし ○ 女 福井高等女学校第 4
学年 3組。

1919.7.28-
8.31

女子学生の夏期休暇生活が
詳細に記される。母、妹、
叔母の話題。友人との交遊。

55-1 大正九年 当用
日記

積善館編
輯所（編）

積善館 1919.9.5 男 農業従事。静岡県在
住。妻子あり。

1920.1.1-
12.31

家族で農業を営む。仕事と
家庭生活の記録。娘は人力
車で女学校に通う。55-2 大正十年 当用

日記
博 文 館
（編）

博文館 1920.10.4 1921.1.1-
12.31

55-3 大正十二年 当
用日記

積善館編
輯所（編）

積善館 1922.9.5 1922.1.1-
12.31

55-4 大正十六年 当
用日記

博 文 館
（編）

博文館 1926.10.4 1927.1.1-
12.11

56 大正九年 国民
日記

民友社 1919.11.15 ○ 男 妻子あり。 1920.1.1-
7.6

生活の克明な記録。毎日ほ
ぼ必ず娘について記す。

57 大正九年 文章
日記

新潮社 1919.11.20 男 高等学校生か。 1920.1.1-
12.31

学校生活の記録。文学や思
想の読書をよくする。銀座
でクラシックレコードを購
入することもしばしば。「ゆ
ふべ急に床に入つてから快
くなつて創作的な興奮にね
むれなくなつてしまつた」
（4.10）。

58 大正十年 重要
日記

実業之日
本社

実業之
日本社

1920.10.15 ○ 男
か

不明。 1921.1.1-
10.19

日々の出来事の簡潔な記
録。

59 大正十年 小学
生日記 1921

大橋進一
（編）

博文館 1920.10.4 ○ 女 ［前半］小学生。父、
母、妹と暮らす。［後
半］樟蔭女学生。

1921.1.1-
9.6

日記の前半と後半で執筆者
が異なる。前半は学校生活
と家族生活が中心。後半は
別人が使用、日記欄を駅名
（立川、吉祥寺、お茶の水）
の書き方練習に用いる。

60 大正十年 当用
日記

積善館編
輯所（編）

積善館 1920.9.5 女 高等女学校生。奥羽
在住。

1921.1.9-
8.4

「女学校に這いりながらた
つた三年で止める人がある
けれど、私は進めるところ
まで進みたいと思います
わ。こつちの人達は高等学
校迄行けばおよめに行くの
が遅くなると考えている人
が多いようだけれど」（8.2）
等、兄への手紙の下書きあ
り（8.1-8.4）。

【表 1】〈近代日本の日記帳コレクション〉目録からの抜粋



研
究
視
座
と
し
て
の
「
日
記
文
化
」
―
―
史
料
・
モ
ノ
・
行
為
の
三
点
を
軸
と
し
て
―
―

17 16

総
論

出
す
こ
と
も
求
め
ら
れ
よ
う
﹈
7

▼
注﹇

。
そ
れ
に
よ
り
、
一
人
の
日
記
を
時
系
列
に
読
む
「
つ
づ
け
読
み
」
に
加
え
、
同
時
期
の
複
数
の
日
記
を

突
き
合
わ
せ
て
読
む
「
な
ら
べ
読
み
」
の
環
境
も
整
備
で
き
る
筈は
ず

で
あ
る
﹈
8

▼
注﹇

。
歴
史
的
事
実
を
多
角
的
に
検
証
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
二

つ
の
方
法
を
併
用
し
な
が
ら
、
史
料
と
し
て
の
日
記
を
読
み
解
く
必
要
が
あ
る
。

真
実
と
虚
構
│
│
テ
ク
ス
ト
と
し
て
の
日
記

　

日
記
は
歴
史
を
語
る
貴
重
な
史
料
で
あ
る
が
、
書
か
れ
た
内
容
を
鵜
呑
み
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
活
字
化
さ
れ
た
日
記
は
、
編

集
の
過
程
で
取
捨
選
択
と
改
変
が
伴
う
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
戦
争
で
命
を
失
っ
た
学
徒
兵
の
手
紙
や
日
記
を
収
め
た
遺
稿
集
『
き
け

わ
だ
つ
み
の
こ
え
』（
東
大
協
同
組
合
出
版
部
、
一
九
四
九
年
）
が
、
日
本
精
神
主
義
や
戦
争
謳
歌
に
見
え
る
学
生
の
文
章
を
「
痛
ま
し
い
若

干
の
記
録
」
と
し
て
不
掲
載
に
し
た
編
集
方
針
の
是
非
が
問
わ
れ
、
そ
の
後
も
改か
い

竄ざ
ん

や
原
本
確
認
の
有
無
を
め
ぐ
る
議
論
が
為
さ
れ
た

こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
﹈
9

▼
注﹇

。
同
書
に
は
他
の
学
徒
兵
遺
稿
集
と
比
較
し
て
読
書
記
録
が
極
め
て
多
く
、
悲
劇
性
と
親
和
的
な
「
読
書

す
る
学
徒
兵
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
強
め
る
結
果
と
も
な
っ
た
（
第
3
部
8
章
、
中
野
綾
子
）。
ま
た
、
一
九
七
〇
年
代
中
頃
よ
り
立
て
続
け
に

出
版
さ
れ
た
ジ
ュ
ニ
ア
向
け
文
庫
の「
非
行
少
女
の
日
記
」の
類
に
は
、男
性
作
家
に
よ
る
少
女
の
日
記
原
典（
そ
の
存
在
す
ら
覚
束
な
い
が
）

の
改
変
と
創
作
的
要
素
の
追
記
に
よ
り
、
あ
た
か
も
そ
の
作
家
の
私
小
説
と
し
て
変
貌
し
た
例
も
あ
る
（
第
3
部
9
章
、
康
潤
伊
）。

　

他
者
に
よ
る
編
集
が
介
在
し
な
い
場
合
で
も
、
日
記
に
は
必
然
的
に
虚
構
が
伴
う
。
日
記
と
は
往
々
に
し
て
、
他
者
＝
読
者
の
眼
差

し
を
意
識
し
た
自
己
演
出
の
空
間
で
あ
る
。
書
き
手
は
後
世
の
読
者
を
意
識
的
・
無
意
識
的
に
念
頭
に
置
き
な
が
ら
記
述
す
る
内
容
を

取
捨
選
択
す
る
。
著
名
な
人
物
で
あ
れ
ば
そ
の
傾
向
は
な
お
さ
ら
で
あ
り
、
自
ら
の
手
で
日
記
を
改
定
し
た
作
家
の
永
井
荷
風
の
よ
う

な
事
例
は
、
読
者
を
意
識
し
た
自
己
像
の
演
出
の
最
た
る
も
の
と
言
え
よ
う
﹈
10

▼
注﹇

。
同
じ
く
作
家
で
言
え
ば
、
ハ
ン
セ
ン
病
文
学
の
担
い
手

と
し
て
知
ら
れ
る
北
條
民
雄
は
、
デ
ビ
ュ
ー
前
か
ら
自
分
の
書
く
も
の
が
「
作
家
の
日
記
」
と
し
て
読
ま
れ
る
こ
と
を
予
想
し
つ
つ
、

同
時
に
創
作
上
の
文
体
の
練
習
場
と
し
て
も
日
記
を
用
い
た
（
第
3
部
7
章
、
大
野
ロ
ベ
ル
ト
）。
ま
た
、
本
章
冒
頭
で
引
用
し
た
「
雪
国
」

の
駒
子
の
よ
う
に
、
決
し
て
読
ま
れ
た
く
な
い
と
い
う
固
い
意
志
は
、
い
ざ
と
い
う
時
に
は
読
ま
れ
た
い
と
い
う
欲
望
と
表
裏
一
体
で

あ
る
。
市
販
の
日
記
帳
の
末
尾
に
記
さ
れ
た
「
私
の
死
後
は
こ
の
日
記
は
焼
き
捨
て
ゝ
下
さ
い
ね
﹈
11

▼
注﹇

」
と
い
う
不
特
定
の
読
み
手
に
宛
て

た
伝
言
に
も
、
読
者
に
対
す
る
意
識
の
両
義
性
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

日
記
と
は
、
現
在
の
自
己
が
過
去
の
自
己
を
未
来
の
自
己
に
読
ま
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
綴
る
と
い
う
重
層
的
な
自
己
表
象
の
場
で

あ
る
﹈
12

▼
注﹇

。
ど
の
よ
う
に
秘
匿
さ
れ
た
日
記
で
も
、
日
記
を
読
み
返
す
将
来
の
自
分
自
身
を
思
い
浮
か
べ
る
限
り
、
そ
れ
は
紛
れ
も
な
い
読

者
で
あ
り
、
現
在
の
自
己
と
は
異
な
る
他
者
で
あ
る
。
時
に
は
他
者
の
眼
差
し
を
忘
れ
る
ほ
ど
感
情
的
に
綴
っ
て
も
、
翌
日
に
は
冷
静

に
そ
の
文
面
に
向
き
合
い
、
時
に
抹
消
す
る
こ
と
も
あ
る
。
よ
り
公
的
な
性
格
の
強
い
書
記
媒
体
と
同
様
に
、
日
記
に
綴
ら
れ
る
内
容

は
取
捨
選
択
さ
れ
、
虚
実
が
錯さ
く

綜そ
う

す
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
読
者
を
想
定
し
な
い
日
記
は
な
い
。

　

書
き
手
の
生
き
た
証
で
あ
る
日
記
は
、
読
み
解
く
者
の
期
待
を
裏
切
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
そ
れ
に
も
拘か
か
わら
ず
事
実
と
真
実
へ
の

大
き
な
期
待
か
ら
、
あ
る
い
は
社
会
の
変
動
を
説
明
す
る
理
論
の
傍
証
を
求
め
て
、
一
人
の
声
を
超
え
た
意
思
や
思
想
が
過
剰
に
読
み

込
ま
れ
る
と
き
、
紙
面
に
響
く
様
々
な
ノ
イ
ズ
に
耳
は
塞
が
れ
、
書
き
手
の
声
と
生
活
の
証
は
暴
力
的
に
一
義
化
さ
れ
て
し
ま
う
。

　

そ
う
し
た
危
険
を
回
避
す
る
た
め
必
要
な
の
は
、
日
記
を
読
み
解
く
者
の
期
待
に
応
え
る
都
合
の
よ
い
史
料
と
し
て
で
は
な
く
、
異

質
な
他
者
と
し
て
向
き
合
う
態
度
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
虚
実
が
混
ざ
り
、
読
み
手
の
解
釈
に
よ
り
相
貌
を
新
た
に
し
、
書
き
手
が
想
像

し
な
か
っ
た
意
味
が
見
出
さ
れ
る
テ
ク
ス
ト
に
他
な
ら
な
い
。
必
要
な
の
は
、日
記
を
学
的
関
心
の「
問
い
」に
応
え
る
論
拠
で
は
な
く
、

真
摯
に
向
き
合
う
こ
と
で
そ
こ
か
ら
新
鮮
な
「
問
い
」
が
生
ま
れ
る
磁
場
と
捉
え
る
こ
と
で
あ
る
。
本
書
で
は
こ
う
し
た
問
題
意
識
を

前
提
と
し
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
を
消
費
的
に
読
む
昭
和
期
の
役
所
勤
め
の
日
記
（
第
2
部
3
章
、
新
藤
雄
介
）、
戦
時
下
の
陸
軍
病
院
・

傷
痍
軍
人
療
養
所
に
お
け
る
病
床
日
誌
・
看
護
日
誌
（
第
2
部
4
章
、
中
村
江
里
）、
旧
制
第
二
高
等
学
校
の
キ
リ
ス
ト
教
主
義
学
生
寮
で

あ
る
忠
愛
寮
の
寮
日
誌
（
第
2
部
5
章
、
田
中
祐
介
）
を
題
材
に
、
日
記
の
史
料
的
可
能
性
を
探
る
。

　

本
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
近
代
日
本
に
お
い
て
は
膨
大
な
数
の
日
記
が
綴
ら
れ
た
。
次
節
で
は
日
記
を
綴
る
媒
体
と
な
っ
た
日
記

帳
に
焦
点
を
定
め
た
い
。
人
々
の
書
き
綴
る
営
み
を
支
え
た
の
は
、
多
種
多
様
に
発
展
し
た
日
記
帳
の
出
版
文
化
で
あ
る
。
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3
　
モ
ノ
と
し
て
の
日
記

「
疾
風
の
如
き
売
れ
行
き
」
│
│
日
記
帳
出
版
の
牽
引
役
と
し
て
の
博
文
館

　

日
記
を
モ
ノ
と
し
て
扱
う
と
は
、
近
代
日
本
に
お
け
る
日
記
帳
の
生
産
と
流
通
の
実
態
と
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
文
化
を
問
題
に
す
る
こ

と
で
あ
る
。

　

日
本
で
日
記
帳
が
初
め
て
公
に
出
版
さ
れ
た
の
は
、
大
蔵
省
印
刷
局
が
製
作
し
た
一
八
八
〇
（
明
治
一
三
）
年
用
の
『
懐
中
日
記
』

お
よ
び
『
当
用
日
記
簿
』
で
あ
る
﹈
13

▼
注﹇

。
現
物
が
確
認
で
き
た
後
者
を
例
に
一
日
の
日
記
の
枠
組
を
確
認
す
る
と
、
上
段
に
「
記
事
」、
下

段
に
「
会
計
」
を
記
す
構
成
を
取
り
、
欄
外
に
は
七
曜
祭
節
、
日
干
支
、
潮
汐
に
加
え
、「
新
古
雑
録
」
が
記
載
さ
れ
る
【
図
1
】。
巻

末
に
は
五
八
頁
に
及
ぶ
附
録
が
つ
き
、
皇
統
略
図
を
は
じ
め
と
す
る
諸
表
が
示
さ
れ
る
。
要
す
る
に
紙
面
の
構
成
は
、
お
お
む
ね
後
に

普
及
す
る
当
用
日
記
の
類
と
共
通
す
る
と
言
え
る
。

　

印
刷
局
製
作
の
日
記
は
毎
年
出
版
さ
れ
、
し
ば
ら
く
は
唯
一
の
発
行
主
体
と
し
て
市
場
を
独
占
し
た
。
一
八
九
〇
年
代
に
な
る
と
民

間
の
事
業
者
か
ら
も
日
記
帳
が
出
版
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
﹈
14

▼
注﹇

、
印
刷
局
製
作
の
お
墨
付
き
の
優
位
性
は
揺
る
が
な
か
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

　

状
況
が
一
変
す
る
契
機
は
博
文
館
の
市
場
参
入
で
あ
る
。
博
文
館
は
一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）
年
の
創
業
か
ら
急
成
長
を
遂
げ
、

一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
に
は
看
板
雑
誌
と
な
る
『
太
陽
』『
少
年
世
界
』『
文
芸
倶
楽
部
』
を
発
刊
し
、
同
年
に
初
め
て
『
懐
中
日

記
』
を
出
版
し
た
。
博
文
館
の
記
録
に
従
え
ば
﹈
15

▼
注﹇

、
従
来
の
日
記
出
版
は
印
刷
局
の
独
占
に
よ
り
改
良
も
進
歩
も
な
く
、
紙
質
は
脆も
ろ

か
っ

た
。
博
文
館
は
価
格
や
判
型
を
印
刷
局
に
揃
え
な
が
ら
も
、
紙
数
を
増
や
し
、
紙
質
を
精
選
し
た
『
懐
中
日
記
』
を
出
版
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
印
刷
局
の
日
記
を
圧
倒
し
、
印
刷
局
は
二
、三
年
で
発
行
を
止
め
た
と
い
う
。『
懐
中
日
記
』
の
好
評
に
よ
り
、
一
八
九
六
（
明

治
二
九
）
年
に
は
『
当
用
日
記
』
の
出
版
を
上
製
並
製
の
二
種
展
開
で
開
始
し
た
。

　

自
社
の
販
売
網
を
全
国
に
展
開
し
て
出
版
王
国
を
築
き
つ
つ
あ
っ
た
博
文
館
の
日
記
出
版
は
、
大
成
功
を
収
め
た
。
そ
の
繁
栄
ぶ
り

【図 1】印刷局発行『当用日記簿』明治十三年
用（香川大学図書館神原文庫蔵）

を
う
か
が
う
な
ら
ば
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
一
二
月
二
〇
日

付
の
『
東
京
朝
日
新
聞
』
に
は
全
面
広
告
が
掲
載
さ
れ
、「
疾
風

の
如
き
売
れ
行
き
」「
素
晴
し
い
大
評
判　

残
部
僅
少
遅
れ
て
悔

を
残
す
な
」
と
い
っ
た
自
画
自
讃
の
売
り
文
句
を
添
え
て
、
各

種
の
新
年
用
日
記
が
整
然
と
掲
げ
ら
れ
た
【
図
2
】。
そ
こ
に
は

『
当
用
日
記
』『
懐
中
日
記
』
以
外
に
も
、『
ポ
ケ
ッ
ト
日
記
』『
家

庭
日
記
』『
小
学
生
日
記
』
の
名
が
並
ぶ
。
判
型
や
装
幀
も
多
岐

に
わ
た
り
、『
当
用
日
記
』
だ
け
を
取
っ
て
も
、
大
・
中
・
小
・

中
長
の
サ
イ
ズ
が
あ
り
、
装
幀
も
総
革
・
背
革
・
上
製
の
別
が

あ
る
。
さ
ら
に
は
『
横
線
当
用
日
記
』『
英
文
当
用
日
記
』
の
用

意
も
あ
る
。
三
万
円
の
「
大
懸
賞
」
は
多
少
な
り
と
も
人
々
の

購
買
欲
を
刺
激
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
多
種
多
様
な

出
版
展
開
に
よ
り
、
博
文
館
は
日
記
帳
の
出
版
文
化
を
牽
引
し

た
の
で
あ
る
。

「
天
井
を
突
く
」
日
記
帳

　

も
っ
と
も
、
日
記
帳
の
出
版
文
化
を
支
え
た
の
は
博
文
館
の

み
で
は
な
か
っ
た
。
出
版
各
社
か
ら
は
毎
年
新
た
な
日
記
帳
が

生
ま
れ
、出
版
界
を
賑
わ
せ
た
。
そ
の
甚
だ
し
さ
を
窺
え
る
の
が
、

一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
一
二
月
二
日
の
『
東
京
朝
日
新
聞
』
の

【図 2】『東京朝日新聞』1928 年 12 月 20 日、朝刊、
10 頁
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記
者
は
続
け
て
日
記
帳
の
多
様
性
に
つ
い
て
も
筆
を
割
く
。
判
型
は
「
菊
判
の
大
よ
り
新
菊
、
四
六
、
菊
、
四
六
半
裁
、
細
長
袖
珍

と
次
第
に
細
ま
つ
て
遂
に
は
チ
ヨ
ツ
キ
の
ポ
ケ
ツ
ト
に
深
々
と
は
ひ
る
ほ
ど
な
豆
形
」
に
至
る
ま
で
各
種
あ
り
、
装
幀
も
「
ク
ロ
ー

ス
、
背
革
、
総
革
、
型
押
、
箔
・
色
押
、
天
金
、
三
方
金
、
更
に
鍵
ま
で
か
ゝ
る
豪
華
弄
奇
」
に
分
か
れ
る
。
内
容
に
関
し
て
は
、
一

番
需
要
が
高
い
当
用
日
記
の
ほ
か
に
、「
家
庭
・
婦
人
向
、
小
・
中
・
女
学
生
用
、
修
養
め
く
も
の
、
職
業
的
専
門
的
の
も
の
、
文
芸
・

趣
味
本
位
の
も
の
、
統
計
を
主
と
し
た
も
の
、
家
計
中
心
の
も
の
、
こ
の
外
に
英
文
用
の
も
の
」
が
あ
る
。
同
紙
の
翌
日
の
紙
面
に
は

「
何
で
も
ご
ざ
れ
の
特
殊
日
記
帳　

連
綿
三
年
継
続
の
や
ら
鍵
の
か
か
る
極
秘
用
」（『
東

京
朝
日
新
聞
』
一
九
三
六
年
一
二
月
二
一
日
、
朝
刊
、
一
六
頁
）
と
題
し
た
記
事
が
あ
り
、
各
種

の
日
記
帳
を
さ
ら
に
細
か
く
紹
介
し
て
い
る
。

　

日
記
帳
出
版
の
多
様
性
を
、〈
近
代
日
本
の
日
記
帳
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〉
所
収
の
日
記
帳

か
ら
も
窺
っ
て
み
よ
う
。
ま
ず
は
一
日
の
枠
組
を
極
力
排
し
た
『
自
由
日
記
』（
第
一
書

房
）
が
あ
り
、作
家
の
名
句
や
文
壇
の
最
新
情
報
を
網
羅
し
た
『
文
章
日
記
』（
新
潮
社
）、

『
新
文
芸
日
記
』（
新
潮
社
）、『
文
芸
自
由
日
記
』（
文
芸
春
秋
社
）、『
文
芸
行
動
日
記
』（
サ

イ
レ
ン
社
）な
ど
が
あ
る
。学
校
生
徒
用
の「
夏
休
み
の
日
記
」で
は
、『
夏
季
休
業
日
誌
』（
尚

文
堂
）、『
夏
休
お
さ
ら
ひ
日
記
』（
厚
明
社
）な
ど
が
確
認
で
き
る
。女
性
向
け
の
日
記
で
は
、

『
少
女
日
記
』（
婦
人
之
友
社
）、『
少
女
ダ
イ
ア
リ
ー
』（
宝
文
館
）、『
女
学
生
日
記
』（
国
民

出
版
社
）、『
令
女
日
記
』（
宝
文
館
）、『
主
婦
日
記
』（
婦
人
之
友
社
）
な
ど
が
あ
る
。
趣
味

用
で
は『
俳
句
日
記
』（
東
雲
堂
書
店
）、『
短
歌
日
記
』（
東
雲
堂
書
店
）、『
演
芸
趣
味
日
記
』（
春

陽
堂
）、『
山
日
記
』（
梓
書
房
、
の
ち
茗
渓
堂
）、『
釣
日
記
』（
朝
日
新
聞
社
）、『
カ
メ
ラ
日
記
』

（
第
一
書
房
）、『
歌
劇
日
記
』（
宝
塚
歌
劇
団
）
な
ど
が
あ
る
。
市
販
の
軍
隊
日
記
で
は
、『
軍

隊
日
誌
』（
春
秋
社
）、『
戦
陣
日
記
』（
清
教
社
）、『
戦
友
日
記
』（
陸
軍
美
術
協
会
出
版
部
）、『
つ

掲
載
記
事
「
盛
観
！
天
井
を
突
く
新
春

日
記
帳
」
で
あ
る
【
図
3
】。
挿
入
さ
れ

た
写
真
で
床
か
ら
天
井
ま
で
う
ず
た
か

く
積
ま
れ
る
の
は
、
同
紙
の
調
査
部
に

届
い
た
新
春
用
の
日
記
帳
で
あ
る
。
そ

の
種
類
が
あ
ま
り
に
も
多
い
た
め
、
天

井
に
達
し
て
も
積
み
き
れ
ず
、
男
性
が

倒
れ
ん
ば
か
り
に
残
り
の
日
記
帳
を
抱

え
て
い
る
。
記
事
に
よ
れ
ば
「
当
用
日

記
は
も
う
古
い
と
あ
つ
て
超
当
用
、
超
自
由
│
│
い
や
ま
だ
あ
る
い
は
く
育
児
、
備
忘
、
書
道
、
農
家
、
家
督
、
軍
隊
、
徒
然
、
ク
リ

ス
チ
ヤ
ン
等
々
数
へ
上
る
の
に
骨
が
折
れ
る
位
」
で
あ
り
、
そ
の
数
は
一
七
二
種
に
の
ぼ
っ
た
と
い
う
。「
一
両
年
前
ま
で
は
日
記
と

い
へ
ば
当
用
日
記
と
相
場
が
き
ま
り
種
類
も
約
四
十
種
」
と
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
短
期
間
で
市
販
の
日
記
帳
の
種
類
は
約
四
倍

に
急
増
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

日
記
帳
出
版
の
隆
盛
は
こ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
点
数
は
さ
ら
に
増
加
し
た
。
五
年
後
の
一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
一
二
月
二
〇

日
の
『
東
京
朝
日
新
聞
』
に
は
「
各
種
『
日
記
帳
』
風
景　

一
年
の
日
の
数
よ
り
も
ま
だ
多
い
」
と
題
し
た
記
事
が
あ
る
【
図
4
】。

こ
の
時
、
翌
年
用
の
日
記
帳
は
二
〇
以
上
の
出
版
社
か
ら
、
概
算
で
三
〇
〇
種
類
以
上
が
刊
行
さ
れ
た
と
い
う
。
五
年
前
の
総
数
の
約

一
・
七
倍
の
日
記
帳
が
こ
の
年
に
出
版
さ
れ
た
計
算
に
な
る
。
有
力
出
版
社
で
言
え
ば
、
こ
の
記
者
の
手
元
に
は
三
省
堂
が
一
〇
種
類
、

博
文
館
は
三
六
種
類
、
国
民
出
版
社
は
三
一
種
類
、
改
善
社
は
一
三
種
の
日
記
帳
が
あ
っ
た
。
記
事
で
は
購
入
者
の
果
た
し
て
何
割
が

大
晦
日
ま
で
書
き
綴
る
か
と
揶や

揄ゆ

し
な
が
ら
も
、「
兎
も
角
日
記
と
人
間
生
活
と
の
干
渉
は
段
々
深
め
ら
れ
て
行
く
こ
と
だ
け
は
疑
ひ

な
き
現
象
」
で
あ
り
、「
今
や
日
記
類
は
押
し
も
押
さ
れ
も
せ
ぬ
重
要
な
出
版
物
の
一
つ
と
な
つ
た
」
と
認
め
て
い
る
。

【図 4】『東京朝日新聞』1936 年 12 月 20 日、朝刊、16 頁

【図 3】『東京朝日新聞』1931 年 12 月 2日、朝刊、
13 頁



研
究
視
座
と
し
て
の
「
日
記
文
化
」
―
―
史
料
・
モ
ノ
・
行
為
の
三
点
を
軸
と
し
て
―
―

23 22

総
論

は
も
の
日
記
』（
軍
事
普
及
会
）、『
聖
戦
完
遂　

皇
軍
日
誌
』（
教
学
書
房
）

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

ど
の
よ
う
な
日
記
帳
を
用
い
る
か
は
、
自
分
自
身
が
何
者
で
あ
る

か
と
い
う
自
己
意
識
や
社
会
的
属
性
の
認
識
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い

る
。
そ
の
意
味
で
は
、
性
別
、
教
育
段
階
、
社
会
的
立
場
、
趣
味
嗜

好
な
ど
に
応
じ
て
こ
れ
ほ
ど
多
岐
に
わ
た
る
日
記
帳
が
生
ま
れ
た
こ

と
自
体
、
興
味
深
い
文
化
現
象
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
選
択
肢
が
細

分
化
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
置
か
れ
た
状
況
が
変
わ
れ
ば
新
た
な

カ
テ
ゴ
リ
ー
の
日
記
帳
に
移
る
こ
と
も
自
然
に
生
じ
た
で
あ
ろ
う
。

一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
に
綴
ら
れ
た
『
小
学
生
日
記
』（〈
近
代
日
本

の
日
記
帳
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〉

256
）
は
、
進
学
に
合
わ
せ
て
表
紙
の
「
小
」
の
字
を
「
中
」
に
自
ら
改
め
た
一
例
で
あ
る
【
図
5
】。
ま
た
も

ち
ろ
ん
、「
雪
国
」
の
駒
子
の
よ
う
に
、
日
記
帳
の
枠
組
を
窮
屈
に
感
じ
て
ノ
ー
ト
を
選
ん
だ
り
、
あ
る
い
は
日
記
帳
を
自
作
す
る
場

合
も
少
な
く
な
い
と
言
え
る
。

国
外
へ
の
流
通

　

市
販
の
日
記
帳
は
国
内
各
地
に
流
通
し
た
の
み
な
ら
ず
、戦
場
に
も
送
ら
れ
た
。
一
九
三
九（
昭
和
一
四
）年
末
の
博
文
館
の
広
告
で
は
、

翌
年
に
控
え
た
「
皇
紀
二
千
六
百
年
」
を
言こ
と

祝ほ

ぐ
と
と
も
に
、「
将
兵
に
日
記
を　

慰
問
袋
に
ゼ
ヒ
一
冊
!!
」
と
の
文
言
が
現
れ
る
【
図

6
】。
銃
後
か
ら
戦
場
に
送
ら
れ
た
慰
問
袋
に
は
一
般
的
に
日
用
品
、
衣
料
品
、
食
料
品
、
雑
誌
類
な
ど
が
入
れ
ら
れ
た
が
、
そ
こ
に

日
記
帳
も
含
め
る
こ
と
の
勧
め
で
あ
る
。
出
版
社
の
売
り
文
句
で
あ
る
こ
と
を
差
し
引
い
て
も
、
そ
の
戦
略
に
よ
り
触
発
さ
れ
、
あ
る

【図 6】『東京朝日新聞』1939 年 12 月 18 日、朝刊、1 頁

【図 5】『小学生日記』表紙

い
は
根
拠
と
な
っ
た
需
要
の
存
在
は
無
視
で
き
な
い
。

　

日
記
帳
は
、
近
代
日
本
の
植
民
地
、
す
な
わ
ち
「
外
地
」
に
も
流
通
し
た
。
入
植
者
用
の
日
記
と
し
て
は
、

例
え
ば
満
洲
国
逓
信
社
が
編
集
し
た
『
協
和
当
用
日
記
』（〈
近
代
日
本
の
日
記
帳
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〉
277
）
が
あ
る
。

植
民
地
に
お
い
て
、
日
本
式
の
日
記
帳
は
入
植
者
の
み
な
ら
ず
、
支
配
下
に
あ
っ
た
現
地
の
人
々
に
も
使
用

さ
れ
た
。
満
洲
国
の
南
満
中
学
堂
の
生
徒
で
あ
っ
た
Ｙ
氏
は
、
日
本
書
籍
の
販
売
店
で
『
学
生
日
記
』（
国
民
出

版
社
）
を
購あ
が
ない
、
日
本
語
と
中
国
語
の
二
言
語
を
使
い
分
け
な
が
ら
日
記
を
綴
っ
た
（
第
5
部
13
章
、
高
媛
）。

　

日
記
帳
の
「
外
地
」
へ
の
流
通
は
、
モ
ノ
と
し
て
の
日
記
帳
が
現
地
で
使
用
さ
れ
た
事
実
の
み
を
意
味
し

な
い
。
植
民
地
下
台
湾
で
の
日
本
語
教
育
で
は
、
日
本
式
の
綴
方
教
育
が
導
入
さ
れ
、
日
記
教
育
も
取
り
入

れ
ら
れ
た
（
第
5
部
14
章
、
大
岡
響
子
）。
そ
れ
は
支
配
者
の
言
語
同
化
政
策
で
あ
る
と
同
時
に
、
出
来
事
と
内
面

を
真
摯
に
書
き
綴
る
と
い
う
規
律
的
な
書
記
習
慣
の
導
入
を
通
じ
た
国
民
化
政
策
の
一
環
で
あ
っ
た
と
言
え

る
。

　

博
文
館
日
記
が
「
国
民
に
日
常
身
辺
の
事
実
を
記
録
す
る
習
慣
を
養
成
し
た
る
効
果
は
絶
大
﹈
16

▼
注﹇

」
と
見
な
さ

れ
る
よ
う
に
、
日
記
帳
は
書
き
綴
る
習
慣
を
促
す
役
割
も
果
た
し
た
。
次
節
で
は
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、「
行

為
と
し
て
の
日
記
」
に
焦
点
を
移
し
た
い
。

4
　
行
為
と
し
て
の
日
記

日
記
を
リ
テ
ラ
シ
ー
史
に
位
置
づ
け
る

　

行
為
と
し
て
の
日
記
と
は
、
日
記
帳
の
体
裁
や
書
か
れ
た
内
容
に
着
目
す
る
の
で
は
な
く
、
人
々
が
日
常
的
・

習
慣
的
に
書
き
綴
る
行
為
自
体
の
意
味
を
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。
本
節
で
は
日
記
行
為
を
扱
う
意
味
を
、
近
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た
気
が
し
な
い
」
と
同
じ
気
持
ち
悪
さ
が
、
日
記
を
綴
る
行
為
に
も
当
て
は
ま
り
得
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
出
来
事
と
内
面

を
継
続
的
に
綴
る
日
記
は
、
習
慣
化
と
身
体
化
に
馴
染
み
や
す
い
、
最
も
日
常
的
な
書
記
行
為
の
反
復
的
実
践
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

　
「
行
為
と
し
て
の
日
記
」
の
貴
重
な
先
行
研
究
で
あ
る
西
川
祐
子
『
日
記
を
つ
づ
る
と
い
う
こ
と
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年
）
は
、

個
人
習
慣
、
社
会
慣
習
と
し
て
浸
透
し
た
日
記
行
為
が
書
き
手
の
心
理
や
行
動
を
ど
の
よ
う
に
形
づ
く
る
か
に
注
目
し
た
。
西
川
は
日

記
を
「
国
民
教
育
装
置
」
と
位
置
づ
け
、
そ
の
活
用
に
よ
っ
て
「
日
記
の
規
範
が
普
及
し
て
ゆ
く
と
、
規
範
か
ら
意
識
的
・
無
意
識
的

に
逸
脱
し
た
日
記
も
ま
た
書
か
れ
て
ゆ
く
」
と
い
う
視
点
か
ら
「
規
範
の
形
成
と
逸
脱
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
」
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す

る
﹈
23

▼
注﹇。
西
川
の
見
解
を
踏
ま
え
て
述
べ
れ
ば
、明
治
二
〇
年
代
後
半
に
お
い
て
、日
記
は
「
国
民
的
観
念
を
養
成
せ
し
む
る
」
た
め
の
「
適

当
の
方
法
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
（
第
1
部
1
章
、柿
本
真
代
）。
ま
た
、農
村
地
域
に
お
い
て
は
「
農
村
ら
し
い
」
表
現
を
身
に
つ
け
、「
農

民
ら
し
い
」
生
活
を
送
る
た
め
に
日
記
を
書
く
行
為
が
奨
励
さ
れ
、日
記
は
い
わ
ば
「
農
民
教
育
装
置
」
と
し
て
機
能
し
た
（
第
1
部
2
章
、

河
内
聡
子
）。
教
育
装
置
と
し
て
の
日
記
に
よ
る
書
き
手
の
規
範
化
は
、「
国
民
」
の
次
元
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
社
会
階
層
、
教
育
段
階
、

中
央
と
周
縁
、
地
域
性
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
に
応
じ
た
様
々
な
位
相
で
為
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

西
川
は
国
民
教
育
装
置
と
し
て
の
日
記
の
仕
組
み
か
ら
の
逸
脱
と
し
て
、
次
の
三
例
を
挙
げ
て
い
る
﹈
24

▼
注﹇

。

①
日
記
を
つ
け
な
い
こ
と
（
た
だ
し
日
記
帳
の
仕
組
み
が
代
表
す
る
近
代
の
時
間
編
成
と
正
面
か
ら
対
抗
す
る
こ
と
に
は
な
り
難
い
）

②
日
記
帳
の
枠
組
を
拒
否
し
、
ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク
ま
た
は
自
由
日
記
帳
に
書
く

③
日
記
を
書
き
と
お
す
こ
と
で
、
国
民
教
育
装
置
の
意
図
を
こ
え
て
逸
脱
す
る
（
後
世
の
読
者
が
時
代
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
読
み
取
る
）

　

し
か
し
逸
脱
の
例
は
こ
れ
ら
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
本
章
で
は
自
己
を
綴
る
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
日
記
に
規
範
化
と
逸
脱
の

力
学
が
露
骨
に
働
く
事
例
と
し
て
、
他
者
の
眼
差
し
が
介
在
す
る
日
記
に
着
目
し
た
い
。
近
代
日
本
の
学
校
教
育
や
軍
隊
教
育
に
お
い

て
、日
記
は
提
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
、と
き
に
点
検
者
の
赤
字
が
入
っ
た
。〈
近
代
日
本
の
日
記
帳
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〉の
収
録
日
記
を
例
に
、

代
日
本
の
読
み
書
き
に
ま
つ
わ
る
歴
史
、
す
な
わ
ち
リ
テ
ラ
シ
ー
史
に
位
置
づ
け
な
が
ら
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
の
学
制
発
布
に
よ
っ
て
、
日
本
で
も
近
代
的
な
学
校
教
育
制
度
が
整
え
ら
れ
た
。
発
布
翌
年
の
一
八
七
三

（
明
治
六
）
年
の
小
学
校
就
学
率
は
平
均
で
二
八
・
一
％
（
男
子
三
九
・
九
％
、
女
子
一
五
・
一
％
）
で
あ
っ
た
﹈
17

▼
注﹇

。
一
〇
年
後
の
一
八
八
三
（
明
治

一
六
）
年
に
は
五
〇
％
を
超
え
、
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
に
は
九
八
％
に
達
し
た
﹈
18

▼
注﹇

。
国
民
皆
学
の
目
標
は
こ
こ
に
お
い
て
数
字
上
は

ほ
ぼ
達
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
﹈
19

▼
注﹇

。
高
度
な
能
力
を
獲
得
す
る
た
め
の
中
等
・
高
等
教
育
も
整
備
さ
れ
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
な
る
と
、

義
務
教
育
を
終
え
た
非
進
学
者
も
、
夜
学
校
や
講
義
録
の
類
を
利
用
し
て
中
等
学
校
程
度
の
勉
強
を
し
、
卒
業
資
格
を
得
る
も
の
も
い

た
﹈
20

▼
注﹇。
ま
た
、
義
務
教
育
修
了
者
向
け
の
実
業
補
習
教
育
も
明
治
後
期
以
降
に
発
展
を
遂
げ
、
一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
か
ら
は
青
年

学
校
が
そ
の
役
割
を
担
っ
た
。
人
々
は
様
々
な
教
育
経
験
を
通
じ
て
読
み
書
き
の
能
力
を
獲
得
し
、
以
後
の
日
常
生
活
で
そ
れ
を
実
践

し
て
い
っ
た
﹈
21

▼
注﹇

。

　

デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
が
端
的
に
述
べ
る
よ
う
に
、
リ
テ
ラ
シ
ー
の
獲
得
と
実
践
に
よ
っ
て
、
人
々
は
空
間
と
時
間
を
越
え

て
他
者
の
思
想
や
知
識
と
繋
が
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
﹈
22

▼
注﹇

。
近
代
に
お
い
て
リ
テ
ラ
シ
ー
を
有
す
る
者
の
割
合
は
、
も
は
や
一
部
の
有
識

者
に
と
ど
ま
ら
ず
、
識
字
層
の
割
合
は
学
校
教
育
を
通
じ
て
爆
発
的
に
増
加
し
た
。
換
言
す
れ
ば
そ
れ
は
、
居
住
地
域
の
物
理
的
制
約

を
超
え
て
他
者
と
繋
が
る
こ
と
を
欲
望
す
る
人
々
が
無
数
に
登
場
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
近
代
に
繁
栄
し
た
出
版
文
化
と
そ
れ

を
支
え
る
流
通
網
の
根
底
に
は
、
そ
の
よ
う
に
リ
テ
ラ
シ
ー
を
獲
得
し
た
人
々
の
欲
望
が
あ
っ
た
。

　

獲
得
さ
れ
た
「
読
む
こ
と
」
の
能
力
は
、
賃
金
を
得
る
た
め
の
職
務
に
生
か
さ
れ
、
あ
る
い
は
日
々
の
読
書
や
新
聞
閲
読
を
通
じ
て

新
た
な
知
識
や
感
想
を
得
る
手
段
と
な
る
。
同
じ
よ
う
に
「
書
く
こ
と
」
の
能
力
も
、
職
務
上
に
発
揮
さ
れ
る
ほ
か
、
本
書
の
主
題
で

あ
る
日
記
、
あ
る
い
は
手
紙
や
投
書
、
時
に
は
創
作
や
評
論
な
ど
の
形
を
と
っ
て
、
自
身
の
思
考
の
産
物
を
公
私
に
発
信
す
る
手
段
と

な
っ
た
。

　

書
記
行
為
に
お
け
る
日
記
は
、
読
書
行
為
の
新
聞
と
親
和
性
が
高
い
。
双
方
と
も
原
則
的
に
は
毎
日
向
き
合
う
べ
き
媒
体
で
あ
り
、

そ
の
実
践
を
通
じ
て
読
み
手
と
書
き
手
の
日
常
に
不
可
欠
な
習
慣
と
し
て
身
体
化
さ
れ
る
。「
新
聞
を
読
ま
な
け
れ
ば
一
日
が
始
ま
っ
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そ
の
こ
と
の
意
味
を
考
察
し
よ
う
。

「
見
ら
れ
て
い
る
の
に
見
ら
れ
て
い
な
い
」
ふ
り
を
す
る
こ
と

　
『
夏
休
の
日
記
』（〈
近
代
日
本
の
日
記
帳
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〉
99-

2
）
は
、
甲
府
高
等
女
学
校
の
生
徒
に
よ
り
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
七
月

二
一
日
か
ら
九
月
一
日
に
か
け
て
綴
ら
れ
た
夏
季
休
暇
の
日
記
で
あ
る
。
日
記
帳
に
は
随
所
に
教
員
の
赤
字
が
入
り
、
誤
字
脱
字
の
訂

正
の
ほ
か
、
記
す
内
容
の
要
不
要
や
生
活
態
度
へ
の
助
言
が
示
さ
れ
る
。

　

七
月
二
七
日
の
日
記
に
お
い
て
、
書
き
手
は
起
床
し
て
勉
強
し
た
後
、「
し
げ
る
ち
や
ん
」
の
子
守
を
し
た
と
綴
る
【
図
7
】。
そ
れ

に
続
く「
し
げ
る
ち
や
ん
は
一
昨
年
の
五
月
一
日
に
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
子
供
の
母
は
し
げ
る
ち
や
ん
を
生
ん
で
す
ぐ
亡
く
な
つ
た
」

の
一
節
に
、
教
員
は
赤
字
を
入
れ
て
端
々
を
削
除
し
、「
生
み
の
母
を
失
つ
た
此
の
子
…
…
と
云
ふ
様
に
書
く
べ
し
」
と
の
助
言
を
付

し
た
。
の
み
な
ら
ず
教
員
は
欄
外
ま
で
矢
印
を
引
い
て
次
の
よ
う
に
窘た
し
なめ
た
。こ

の
文
日
記
文
と
し
て
は
相
応
し
か
ら
ず
。
い
く
ら
文

が
よ
く
出
来
て
ゐ
て
も
日
記
に
は
日
記
文
が
必
要
。
此

の
文
他
人
に
見
せ
る
こ
と
を
予
想
し
て
ゐ
る
。
日
記
は

自
分
が
見
る
も
の
。

　

教
員
に
よ
れ
ば
、
書
き
手
の
文
章
は
「
日
記
文
﹈
25

▼
注﹇

」
と
し
て

は
相
応
し
く
な
い
。
該
当
箇
所
が
教
員
に
は
説
明
口
調
に
響

い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
日
記
は
、自
分
だ
け
が
見
る
べ
き「
日

記
文
」
の
規
範
か
ら
逸
脱
し
た
が
ゆ
え
に
、
そ
れ
を
咎と
が

め
ら

【図 7】『夏休の日記』1932 年 7 月 27 日

れ
た
訳
で
あ
る
。

　

教
員
の
赤
字
は
同
時
に
、「
読
者
を
想
定
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
規
範
の
存
在
を
明
ら
か
に
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、「
他
人
に
見
せ

る
こ
と
を
予
想
」
し
て
は
な
ら
な
い
と
諭
す
教
員
自
身
が
、
紛
れ
も
な
い
「
他
人
」
で
あ
る
矛
盾
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で

書
き
手
が
求
め
ら
れ
る
の
は
、
点
検
者
（
教
員
）
と
い
う
明
確
な
読
者
の
存
在
を
知
り
な
が
ら
、
そ
の
こ
と
を
意
識
せ
ず
に
書
く
こ
と

に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
事
例
は
日
記
が
「
見
ら
れ
て
い
る
の
に
見
ら
れ
て
い
な
い
ふ
り
を
す
る
」
約
束
事
で
成
り
立
つ
こ
と
を
如
実
に

示
す
も
の
で
あ
り
、
日
記
に
綴
る
自
己
の
振
る
舞
い
と
他
者
の
眼
差
し
と
の
関
係
性
の
本
質
を
穿う
が

っ
て
い
る
と
言
え
る
。

　

日
記
に
お
け
る
点
検
者
は
、
時
と
し
て
よ
り
露
骨
に
規
範
の
存
在
を
書
き
手
に
突
き
つ
け
る
こ
と
が
あ
る
。
太
平
洋
戦
争
下
に
綴
ら

れ
た
日
記
か
ら
二
例
を
挙
げ
て
、
こ
の
こ
と
を
検
討
し
よ
う
。

戦
時
下
に
「
軍
国
少
女
」
で
あ
る
こ
と
│
│
日
記
に
刻
ま
れ
る
教
員
の
激
高

　

太
平
洋
戦
争
期
を
女
学
生
と
し
て
過
ご
し
た
芹
沢
茂
登
子
は
、
戦
後
を
三
〇
年
ほ
ど
経
た
あ
る
日
、
引
っ
越
し
の
最
中
に
戦
時
下
の

日
記
を
見
出
し
、
読
み
進
め
る
う
ち
に
か
つ
て
の
自
分
の
「
軍
国
少
女
」
ぶ
り
に
驚
い
た
と
い
う
﹈
26
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。
芹
沢
は
日
記
を
書
い
た
当
時
の
自

分
の
思
想
の
あ
り
よ
う
を
、
次
の
よ
う
に
考
察
し
て
い
る
。

当
時
の
日
記
は
先
生
に
提
出
し
て
い
た
。
そ
の
制
約
は
意
識
下
に
あ
っ
た
と
は
思
う
が
、兵
隊
さ
ん
の
手
紙
の
検
閲
と
は
異
な
り
、

時
折
感
想
が
一
行
書
い
て
あ
る
だ
け
の
も
の
で
、
先
生
か
ら
の
し
め
つ
け
は
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
私
自
身
心
に
も
な

い
こ
と
を
書
い
た
と
は
思
え
な
い
。
し
か
し
、
や
は
り
そ
こ
に
は
「
期
待
に
こ
た
え
る
学
徒
で
あ
ら
ね
ば
」
と
い
う
意
識
が
働
い

て
い
た
は
ず
で
、
建
前
的
に
そ
の
思
い
で
生
き
て
い
る
う
ち
に
、
心
底
そ
う
思
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
﹈
27

▼
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。 
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戦
時
下
と
は
い
え
、
学
校
に
提
出
し
た
日
記
の
内
容
は
意
に
反
し
た
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
こ
に
は
日
記
を
通
じ
て
少
女
を
監

視
す
る
教
師
の
眼
差
し
が
あ
り
、
芹
沢
は
そ
の
「
期
待
」
に
こ
た
え
る
べ
く
、
模
範
的
な
「
軍
国
少
女
」
で
あ
ろ
う
と
し
た
。
教
師
の

期
待
に
応
え
る
こ
と
は
、教
師
が
求
め
る
理
想
的
な
子
ど
も
の
規
範
に
自
己
を
同
一
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。「
心
底
そ
う
思
っ
て
し
ま
う
」

の
は
、
そ
の
規
範
が
内
面
化
さ
れ
た
証
左
に
他
な
ら
な
い
。

　

書
き
手
が
規
範
に
沿
う
限
り
、
権
力
的
な
規
範
を
体
現
す
る
点
検
者
は
日
記
の
内
容
を
是
認
す
る
。
し
か
し
ひ
と
た
び
日
記
の
書
き

手
が
規
範
を
見
失
い
、
結
果
的
に
逸
脱
的
な
振
る
舞
い
を
す
る
と
き
、
点
検
者
＝
権
力
者
の
声
は
紙
面
に
顕
在
化
し
て
書
き
手
を
叱
責

す
る
。
そ
の
事
例
と
し
て
、〈
近
代
日
本
の
日
記
帳
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〉
よ
り
、
太
平
洋
戦
争
末
期
に
国
民
学
校
の
少
女
が
綴
っ
た
『N

ote 

Book

』（
288
）
を
取
り
上
げ
よ
う
。

　

少
女
は
国
民
学
校
初
等
科
の
五
年
生
で
あ
り
、
小
型
の
手
帳
に
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
一
二
月
一
日
か
ら
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）

年
四
月
二
五
日
ま
で
日
記
を
綴
っ
た
。
戦
況
が
悪
化
の
一
途
を
辿
る
当
時
、
紙
資
源
の
不
足
に
よ
り
市
販
の
日
記
帳
の
発
行
は
困
難
に

な
り
、
博
文
館
『
当
用
日
記
』
の
発
行
部
数
も
大
幅
に
縮
小
し
た
﹈
28
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。
少
女
が
手
帳
を
日
記
に
代
用
し
た
の
も
、
お
そ
ら
く
そ
う
し
た
事

情
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
手
帳
の
表
紙
に
は
「N

ote Book

」
と
刻
印
さ
れ
る
が
、
少
女
は
裏
表
紙
に
「
日
記
」
と
記
し
、
縦
書
き

の
日
記
帳
と
し
て
用
い
た
。

　

日
記
に
綴
ら
れ
た
少
女
の
日
常
は
、
例
え
ば
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

今
日
は
朝
か
ら
寒
さ
が
き
び
し
か
つ
た
。
お
習
字
の
時
間
に
な
つ
て
書
か
う
と
す
る
と
手
が
こ
ご
へ
て
思
ふ
や
う
に
行
か
な
い
。

お
べ
ん
た
う
を
す
ま
し
て
分
団
別
に
並
ん
で
帰
へ
つ
た
。
家
へ
着
く
と
お
母
さ
ん
が
「
今
日
は
早
か
つ
た
ね
」
と
言
は
れ
た
。
そ

れ
は
明
す
の
八
日
に
に
く
い
に
く
い
米
機
が
か
た
き
う
ち
に
来
る
か
も
知
れ
な
い
か
ら
だ
。
読
方
の
十
二
月
八
日
を
勉
強
し
ま
し

た
。
夕
飯
を
す
ま
し
て
珠
算
の
割
算
を
し
た
。
今
晩
は
お
母
さ
ん
が
常
会
に
行
か
れ
た
の
で
、
そ
の
間
に
今
年
の
思
ひ
出
を
書
き

続
け
た 

 
 

 
 

 
 

 
 

　
　

  （
一
九
四
四
年
一
二
月
七
日
）

【図 8】『Note Book』1945 年 3 月 7日、8 日

　

引
用
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
少
女
は
真
面
目
な
生
徒
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
「
軍
国
少
女
」
の
典
型
で
も
あ
っ
た
。
学
校
で
の
学

び
に
加
え
て
帰
宅
後
も
進
ん
で
自
習
す
る
か
た
わ
ら
、
敵
国
を
憎
み
、
大
本
営
発
表
の
戦
果
を
書
か
さ
ず
記
し
、
日
本
の
勝
利
を
信
じ

て
疑
わ
な
い
。
翌
四
五
年
に
米
国
が
硫
黄
島
に
上
陸
す
る
と
、「
と
う
と
う
表
玄
関
を
け
が
さ
れ
た
」（
一
九
四
五
年
二
月
二
〇
日
）
と
憤

懣
を
露
わ
に
し
て
い
る
。

　

少
女
に
は
定
期
的
に
日
記
を
教
員
に
提
出
す
る
義
務
が
あ
っ
た
。

教
員
は
少
女
の
日
記
を
点
検
し
て
誤
字
脱
字
を
正
し
、「
五
年
生
ら

し
い
日
記
を
つ
け
よ
う
」（
一
九
四
五
年
一
月
一
七
日
）
と
穏
や
か
な

調
子
で
反
省
を
促
し
た
。
あ
る
い
は
ま
た
、
夕
食
後
に
算
数
の
勉

強
を
「
十
一
時
ま
で
頑
張
つ
た
」（
一
九
四
五
年
二
月
二
一
日
）
と
記

す
少
女
の
「
頑
張
つ
た
」
に
傍
点
を
付
し
、「
身
体
に
き
を
つ
け
な

さ
い
」
と
労い
た
わり

の
言
葉
を
か
け
て
も
い
る
。

　

し
か
し
温
厚
な
教
師
の
様
子
は
一
変
す
る
こ
と
に
な
る
。

一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
三
月
三
日
の
紙
面
に
は
、
少
女
の
日
記

を
全
否
定
す
る
か
の
よ
う
に
全
体
に
×
印
が
刻
ま
れ
た
。
×
印
は

翌
日
以
降
も
連
続
し
、
三
月
七
日
の
日
記
に
は
「
何
を
し
て
ゐ
る

か
！ 

こ
ん
な
日
記
で
は
だ
め
だ
！
」
と
激
高
し
た
教
師
の
言
葉
が

朱
筆
の
大
字
で
記
さ
れ
る
【
図
8
】。

　

教
員
の
激
高
は
、
少
女
に
は
完
全
に
予
想
外
の
出
来
事
で
あ
っ

た
。
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当
番
が
す
ん
で
、
日
記
を
い
た
だ
い
て
見
る
と
、「
が
ー
ん
」
と
鉄
拳
を
下
さ
れ
た
や
う
で
、
体
が
ふ
る
へ
て
来
た
。
自
分
が
役

目
主
義
に
し
た
事
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
重
い
足
取
り
で
家
へ
帰
へ
り
、
ほ
と
け
様
に
お
わ
び
を
申
し
、
泣
い
て
ゐ
る
と
こ
ろ
を
、

母
に
見
ら
れ
、又
も
お
目
玉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。今
後
は
、ど
ん
な
苦
し
い
こ
と
が
あ
つ
て
も
、硫
黄
島
の
血
戦
を
思
つ
て
、真
に
、

頑
張
ら
う
と
覚
悟
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

　
　
　

 （
一
九
四
五
年
三
月
八
日
）

　

も
と
も
と
真
面
目
な
「
軍
国
少
女
」
で
あ
っ
た
少
女
の
日
記
に
、
あ
か
ら
さ
ま
な
厭
戦
の
文
言
は
現
れ
る
べ
く
も
な
い
。
し
か
し
×

印
が
付
さ
れ
た
三
月
三
日
以
降
の
日
記
に
は
、「
硫
黄
島
の
血
戦
で
、敵
殺
傷
二
千
余
り
」（
一
九
四
五
年
三
月
三
日
）、「
ラ
ジ
オ
を
入
れ
る
と
、

帝
都
へ
B
二
十
九
百
五
十
機
も
来
襲
し
た
」（
一
九
四
五
年
三
月
四
日
）、「
ラ
ジ
オ
を
聞
い
て
、
寝
す
み
ま
し
た
。
一
時
間
位
し
て
、
警
報

解
除
し
ま
し
た
」（
一
九
四
五
年
三
月
六
日
）
と
い
っ
た
具
合
に
淡
々
と
し
た
記
述
が
続
く
。
戦
争
と
空
襲
が
す
っ
か
り
日
常
の
一
部
と
な

り
、
さ
し
た
る
感
情
も
交
え
ず
そ
の
日
の
出
来
事
と
し
て
綴
る
少
女
の
日
記
に
、
お
そ
ら
く
教
師
は
敵て
き

愾が
い

心
の
弛し

緩か
ん

を
感
じ
取
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。

　

日
記
を
全
否
定
さ
れ
た
少
女
は
「
鉄
拳
を
下
さ
れ
た
」
よ
う
な
衝
撃
を
受
け
て
落
涙
し
、
反
省
の
後
に
「
真
に
、
頑
張
ろ
う
」
と

の
決
意
を
新
た
に
し
た
。
そ
れ
を
裏
づ
け
る
よ
う
に
、「
ラ
ジ
オ
の
知
ら
す
る
大
勝
に
、
泣
い
て
お
礼
を
言
ひ
ま
し
た
。
特
別
攻
撃
隊

の
兵
隊
さ
ん
あ
り
が
た
う
」（
一
九
四
五
年
三
月
一
九
日
）、「
私
が
、
か
う
し
て
勉
強
し
て
ゐ
る
間
も
、
特
攻
隊
の
神
鷲
は
敵
艦
目
が
け
て

真
し
ぐ
ら
に
体
当
り
を
し
て
ゐ
ら
れ
る
の
で
す
。
あ
り
が
太
う
ご
ざ
い
ま
す
」（
一
九
四
五
年
四
月
一
〇
日
）
な
ど
、
再
び
模
範
的
な
「
軍

国
少
女
」
に
相
応
し
く
、
自
国
兵
へ
の
感
謝
が
積
極
的
に
綴
ら
れ
て
ゆ
く
。
あ
わ
せ
て
、「
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
が
急
死
し
た
と
聞
い
て
、

い
い
気
味
だ
」（
一
九
四
五
年
四
月
一
三
日
）、「
B
二
十
九
百
七
十
機
で
来
襲
し
、
お
そ
れ
多
く
も
明
治
神
宮
の
本
殿
焼
失
、
ま
た
宮
城
の

一
部
に
火
災
を
起
し
た
。
何
と
に
く
い
〳
〵
米
機
だ
ら
う
。
い
ま
に
天
ば
ち
が
あ
た
る
だ
ら
う
」（
一
九
四
五
年
四
月
一
四
日
）
な
ど
、
祖

国
を
脅
か
す
敵
へ
の
憎
し
み
も
再
び
は
っ
き
り
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
少
女
の
日
記
は
、
模
範
的
な
「
軍
国
少
女
」
で
あ
る
こ
と
を
暗
黙
に
要
求
す
る
教
師
の
眼
差
し
の
も
と
に
綴
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
の
喜
怒
哀
楽
は
、
先
に
見
た
芹
沢
茂
登
子
の
例
が
示
す
よ
う
に
、
教
師
が
体
現
す
る
規
範
の
無
言
の
要
求
に
沿
う

よ
う
に
意
識
的
・
無
意
識
的
に
整
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ひ
と
た
び
そ
の
規
範
か
ら
逸
脱
す
れ
ば
、
無
言
の
眼
差
し
は
有
言
の
叱
責

と
し
て
顕
在
化
し
、
日
記
の
書
き
手
は
反
省
し
て
再
び
自
己
の
規
範
化
に
努
め
る
よ
う
に
な
る
。
教
員
の
激
高
し
た
赤
字
は
、
少
女
が

戦
時
下
に
お
い
て
実
践
す
べ
き
で
あ
っ
た
「
模
範
的
な
少
国
民
」
の
規
範
の
輪
郭
を
浮
き
彫
り
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

続
い
て
も
う
一
例
、
太
平
洋
戦
争
下
の
軍
隊
日
誌
を
見
る
こ
と
と
し
た
い
。

『
軍
隊
日
誌
』
と
「
軍
人
精
神
」
│
│
恐
れ
ず
、
怠
る
こ
と
な
く
日
記
を
綴
れ

　
〈
近
代
日
本
の
日
記
帳
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〉
に
収
め
ら
れ
た
『
軍
隊
日
誌
﹈
29
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』（
266-

3
）
は
、
学
徒
出
陣
兵
の
青
年
の
日
記
で
あ
る
。
青

年
は
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
一
二
月
一
日
に
入
営
し
、入
営
後
四
日
目
の
一
二
月
四
日
か
ら
翌
年
の
三
月
五
日
ま
で
日
記
を
綴
っ
た
。

日
記
に
残
さ
れ
た
捺
印
か
ら
は
、
複
数
の
上
官
に
よ
っ
て
、
お
よ
そ
二
週
間
に
一
度
の
点
検
の
機
会
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

日
記
冒
頭
で
青
年
は
、「
早
ク
立
派
ナ
初
年
兵
ニ
ナ
リ
タ
イ
」「
軍
隊
ニ
ナ
レ
ル
ニ
従
ツ
テ
責
任
ノ
重
大
ニ
ナ
ツ
テ
ク
ル
コ
ト
ヲ
感
ジ

ル
。
大
イ
ニ
頑
張
ラ
ウ
」
と
軍
隊
生
活
の
意
気
込
み
を
率
直
に
綴
る
。
し
か
し
入
営
直
後
か
ら
目
立
つ
記
述
は
、
彼
自
身
の
体
調
不
良

で
あ
る
。
例
え
ば
「
朝
少
シ
下
痢
シ
タ
ノ
デ
駈
歩
ニ
参
加
シ
ナ
カ
ツ
タ
残
念
デ
ア
ツ
タ
」（
一
九
四
三
年
一
二
月
五
日
）、「
少
シ
熱
ガ
出
タ

様
ダ
ガ
ス
グ
楽
ニ
ナ
ツ
タ
」（
一
九
四
三
年
一
二
月
六
日
）、「
朝
下
痢
シ
タ
ガ
別
ニ
苦
シ
ク
ハ
ナ
イ
。
早
ク
ナ
ホ
ツ
テ
ホ
シ
イ
」（
一
九
四
三

年
一
二
月
七
日
）
な
ど
、
万
全
と
は
言
え
な
か
っ
た
胃
腸
の
不
調
が
入
営
後
に
悪
化
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
自
身
の
快
方
を
望
み
な
が

ら
、
し
ば
し
ば
母
に
心
配
を
か
け
ま
い
と
す
る
心
遣
い
も
日
記
に
は
記
さ
れ
る
。

　

同
年
末
か
ら
年
明
け
に
か
け
て
一
旦
は
復
調
し
、
訓
練
も
次
第
に
本
格
化
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
一

月
二
三
日
の
日
記
で
は
、
父
母
を
は
じ
め
、
親
戚
や
女
中
と
面
会
で
き
た
喜
び
が
語
ら
れ
る
。
母
が
病
身
を
省
み
ず
会
い
に
来
た
こ
と

は
「
誠
ニ
嬉
シ
カ
ツ
タ
」
と
記
し
、
兵
営
生
活
へ
の
努
力
の
決
意
を
新
た
に
す
る
。
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父
母
ニ
対
シ
テ
孝
ヲ
ツ
ク
ス
上
カ
ラ
モ
益
々
ガ
ン
バ
ラ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
ト
決
意
シ
タ
。
怠
ケ
心
ガ
出
タ
時
ハ
父
母
郷
党
ヲ
思
ヘ
バ
ヨ

イ
。
父
母
ヲ
思
ツ
テ
シ
ツ
カ
リ
ヤ
ラ
ウ
。

 　

こ
の
よ
う
に
前
向
き
な
決
意
を
記
し
た
青
年
で
あ
っ
た
が
、
翌
日
か
ら
の
日
記
は
ご
く
短
く
、「
舎
前
デ
受
信
調
整
ヲ
ナ
ス
。
二
度

目
ダ
ガ
中
々
難
シ
イ
。
間
稽
古
デ
忙
シ
イ
」（
一
九
四
四
年
一
月
二
四
日
）、「
防
空
演
習
ア
リ
。
本
講
堂
デ
受
信
調
整
ヲ
ナ
ス
。
自
分
ハ
人

ヨ
リ
物
覚
エ
ガ
悪
イ
カ
ラ
ヨ
リ
シ
ツ
カ
リ
シ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
」（
一
九
四
四
年
一
月
二
五
日
）、「
送
受
信
修
技
、
中
々
難
シ
イ
。
確
リ
ヤ

ラ
ナ
イ
ト
人
ニ
負
ケ
ル
」（
一
九
四
四
年
一
月
二
六
日
）
な
ど
、
不
慣
れ
な
業
務
に
手
こ
ず
り
、
捗は
か
どら
な
い
反
省
が
率
直
に
記
さ
れ
た
。

　

続
く
一
月
二
七
日
に
は
、
と
う
と
う
日
記
を
最
後
ま
で
書
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

送
受
信
修
技
ア
リ
。
交
信
各
号
モ
覚
エ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
。
一
層
ノ
緊
張
ヲ
覚
エ
ル
。
怠
ケ
タ
イ
心
ガ
起
ツ
タ
時
ハ
、
父
母
ヲ
思
フ
。

辛
イ
コ
ト
ハ
避
ケ
タ
イ
ト

 　

父
母
を
思
う
こ
と
で
自
己
の
倦
怠
心
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
こ
の
記
述
は
、
両
親
と
面
会
し
た
一
月
二
三
日
の
日
記
と
重
な
る
。
し

か
し
こ
の
日
は
、「
益
々
ガ
ン
バ
ラ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
」「
シ
ツ
カ
リ
ヤ
ラ
ウ
」
と
い
っ
た
鼓
舞
の
言
葉
は
消
え
、「
辛
イ
コ
ト
ハ
避
ケ
タ
イ
ト
」

で
中
絶
し
て
し
ま
っ
た
。
日
記
点
検
者
の
上
官
は
、
赤
字
を
書
き
入
れ
て
こ
の
態
度
を
咎
め
た
。

何
ン
デ
モ
記
ス
ン
ダ
恐
ル
ル
ナ
【
図
9
】

　

上
官
は
青
年
に
対
し
て
、
恐
れ
ず
、
隠
さ
ず
、
全
て
を
記
す
よ
う
命
じ
た
。
自
己
の
内
面
の
不
調
は
軍
隊
生
活
に
お
い
て
秘
匿
す
べ

【図 9】『軍隊日誌』1944 年 1 月 27 日【図 10】『軍隊日誌』1944 年 2 月 14 日

き
で
は
な
く
、
素
直
に
告
白
し
て
上
官
に
知
ら
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
翌
日
以
降
も
青
年
は
日
記
を
綴
る
も
の
の
、
翌
月
の
二
月
一
四
日

に
は
、
と
う
と
う
日
付
、
曜
日
、
天
気
の
み
を
記
し
、
日
記
本
文
は
何

も
綴
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
上
官
が
見
逃
す
筈
も
な
か
っ
た
。

　
　

日
誌
ヲ
忘
レ
ル
様
ナ
事
デ
ハ
駄
目
ダ
【
図
10
】

　
「
日
誌
ヲ
忘
レ
ル
様
ナ
事
デ
ハ
」
何
が
駄
目
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
太

平
洋
戦
争
中
に
情
報
将
校
を
務
め
た
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
は
、
日
本
の

軍
隊
に
お
け
る
日
記
習
慣
と
上
官
の
指
導
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
回
顧

し
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
の
軍
人
は
、
日
記
を
付
け
る
こ
と
は
固
く
禁
じ
ら
れ
て

い
た
。
敵
の
手
に
渡
る
こ
と
を
お
そ
れ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か

し
こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
人
に
は
何
等
の
苦
痛
も
与
え
な
か
っ
た
。

ど
ち
ら
に
し
て
も
、
日
記
を
付
け
る
人
間
な
ど
滅
多
に
い
な
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
（
中
略
）
日
本
の
軍
人
に
は
、
新
年

に
な
る
と
わ
ざ
わ
ざ
日
記
帳
が
支
給
さ
れ
て
、こ
の
頃
の
学
童
が
、

夏
休
中
日
記
を
つ
け
さ
せ
ら
れ
る
の
に
も
似
て
、
必
ず
日
記
を
つ

け
る
よ
う
に
と
命
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
日
本
の
士
官
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務
づ
け
ら
れ
、
検
閲
さ
れ
た
と
証
言
す
る
が
、
日
誌
は
「
ス
ト
レ
ス
解
消
の
手
段
」
で
あ
り
、「
上
官
が
間
違
い
な
く
日
誌
を
見
て
適

切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
る
と
い
う
信
頼
感
」
が
あ
っ
た
と
語
り
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

三
大
日
誌
は
、
実
に
几
帳
面
に
「
純
真
」
に
記
述
し
た
。
一
週
間
毎
に
検
閲
さ
れ
た
区
隊
長
や
班
長
の
朱
書
き
の
激
励
や
注
意

事
項
が
あ
り
が
た
く
、
そ
の
一
字
一
句
を
糧
と
し
て
、
全
部
心
に
吸
収
し
、
そ
し
て
「
元
気
」、「
周
到
」
に
行
動
し
た
。

　

今
思
え
ば
私
の
「
至
誠
」
は
、「
反
省
日
誌
」
に
よ
っ
て
上
官
に
伝
わ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
鉄
は
熱
い
う
ち
に
鍛
え
よ

と
ば
か
り
、
徹
底
的
に
仕
込
ま
れ
た
が
、
絶
対
に
批
判
せ
ず
素
直
に
受
け
入
れ
、
ひ
た
す
ら
前
へ
前
へ
と
進
ん
だ
。
努
力
が
結
果

と
な
っ
て
表
れ
、
上
官
が
そ
れ
を
認
め
て
く
れ
た
﹈
33

▼
注﹇

。

　

土
田
が
「
元
気
」「
周
到
」「
至
誠
」
に
鍵
括
弧
を
つ
け
た
の
は
、
そ
れ
ら
が
自
分
個
人
の
理
想
と
い
う
よ
り
も
、
上
官
か
ら
求
め
ら

れ
た
規
範
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
土
田
は
そ
れ
を
嫌
々
身
に
つ
け
た
訳
で
は
な
い
。
自
ら
望
ん
で
「
絶
対
に
批
判
せ
ず
素
直
に

受
け
入
れ
」
る
こ
と
で
理
想
の
軍
人
の
規
範
を
身
体
化
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
土
田
の
例
と
は
対
照
的
に
、
入
営
後
の
日
記

が
「
随
時
内
務
班
長
に
提
出
を
求
め
ら
れ
、
人
事
係
の
准
尉
や
初
年
兵
掛
教
官
の
視
閲
を
終
え
て
最
終
的
に
は
中
隊
長
の
捺
印
を
う
け

る
仕
組
み
」
で
あ
っ
た
た
め
、「
一
日
に
二
行
か
三
行
、
そ
れ
も
き
ま
り
き
っ
た
こ
と
」
し
か
書
か
ず
、
本
当
に
書
き
た
い
こ
と
は
別

の
手
帳
に
密
か
に
書
い
た
と
い
う
大
内
誠
の
よ
う
な
例
も
あ
る
﹈
34

▼
注﹇

。
本
心
を
包
み
隠
さ
ず
綴
る
と
い
う
軍
隊
日
記
の
規
範
か
ら
い
え
ば
、

要
求
さ
れ
る
「
書
く
べ
き
こ
と
」
を
必
要
最
小
限
に
と
ど
め
て
綴
り
、
本
心
は
「
書
か
な
い
こ
と
」
は
紛
れ
も
な
い
逸
脱
行
為
で
あ
っ

た
筈
で
あ
る
。
自
己
に
求
め
ら
れ
た
規
範
に
対
し
て
ど
う
振
る
舞
う
か
は
、
書
き
手
の
個
性
と
置
か
れ
た
状
況
に
よ
り
、
様
々
な
ヴ
ァ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
、「
書
く
こ
と
」
に
働
く
規
範
化
と
逸
脱
の
力
学
の
諸
相
を
、
対
に
な
る
「
読
む
こ
と
」
と

あ
わ
せ
て
整
理
し
よ
う
【
図
11
】。
ま
ず
、
書
き
綴
る
行
為
は
「
書
く
こ
と
」（
自
発
）
と
「
書
か
さ
れ
る
こ
と
」（
強
制
）
に
大
別
で
き
、

た
ち
は
、
そ
の
中
に
真
の
軍
人
精
神
が
表
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
調
べ
る
た
め
に
、
定
期
的
に
兵
隊
の
日
記
を
読
ん
だ
の
で
あ
ろ

う
﹈
30

▼
注﹇。

　

キ
ー
ン
は
日
本
の
軍
隊
日
記
を
「
軍
人
精
神
」
を
表
出
す
べ
き
場
で
あ
っ
た
と
述
べ
る
。
日
本
側
に
も
こ
れ
を
裏
づ
け
る
証
言
は
あ

り
、
元
陸
軍
大
尉
の
多
米
田
宏
司
は
、
士
官
学
校
で
の
教
育
に
関
連
し
て
「
日
記
な
ん
か
の
場
合
、
自
分
の
思
っ
た
と
お
り
を
書
い
て
、

た
ま
た
ま
軍
人
精
神
に
合
致
し
て
い
な
い
場
合
は
怒
ら
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
﹈
31

▼
注﹇

。

　

日
記
の
継
続
が
「
軍
人
精
神
」
の
堅
持
の
証
で
あ
る
な
ら
ば
、
日
記
の
怠
慢
は
そ
の
弛
緩
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
に

こ
そ
、「
日
誌
ヲ
忘
レ
ル
様
ナ
事
デ
ハ
」
軍
人
と
し
て
駄
目
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
軍
隊
日
記
に
お
い
て
は
、恐
れ
ず
、怠
る
こ
と
な
く
、

偽
ら
ぬ
自
己
の
内
面
を
綴
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
そ
れ
に
従
わ
な
け
れ
ば
健
全
な
「
軍
人
精
神
」
の
欠
如
を
疑
わ
れ
る
の
で
あ
る
﹈
32

▼
注﹇

。

　

日
記
の
書
き
手
で
あ
る
青
年
は
、
上
官
の
こ
の
叱
責
に
応
え
て
当
日
の
日
記
を
短
く
綴
り
、
翌
日
か
ら
は
欠
か
す
こ
と
は
な
か
っ
た

が
、
一
度
は
持
ち
直
し
た
体
調
は
悪
化
の
一
途
を
辿
り
、
翌
三
月
五
日
を
最
後
に
日
記
は
途
絶
し
た
。

リ
テ
ラ
シ
ー
実
践
の
自
発
と
強
制
、
規
範
化
と
逸
脱

　

戦
時
下
の
国
民
学
校
少
女
と
青
年
学
徒
兵
の
日
記
に
共
通
す
る
の
は
、
点
検
者
の
赤
字
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
の
で
き
る
「
書
く
べ
き

こ
と
」
の
規
範
の
輪
郭
で
あ
る
。
少
女
は
愛
国
心
と
敵
愾
心
を
発
露
す
る
「
軍
国
少
女
」
ら
し
く
、
青
年
は
「
軍
人
精
神
」
の
体
現
者

ら
し
く
書
き
綴
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、
書
き
手
は
自
己
に
求
め
ら
れ
た
規
範
の
存
在
を
敏
感
に
察

知
し
、
そ
れ
に
沿
う
よ
う
な
自
己
を
紙
面
に
刻
む
べ
き
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
実
践
を
毎
日
反
復
す
る
う
ち
に
、
前
述
し
た
芹
沢
茂
登

子
の
逸
話
が
示
す
よ
う
に
、
書
き
手
が
そ
の
規
範
を
抵
抗
な
く
内
面
化
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　

規
範
の
内
面
化
は
、書
き
手
が
望
ん
で
主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
も
あ
っ
た
。特
攻
隊
隊
員
と
し
て
の
出
撃
命
令
を
終
戦
詔
勅
に
よ
っ

て
中
止
さ
れ
た
経
験
が
あ
る
土
田
昭
二
は
、
軍
隊
生
活
で
は
「
反
省
日
誌
」「
操
縦
日
誌
」「
訓
育
」
の
三
種
の
日
誌
を
書
く
こ
と
が
義
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点
検
者
が
介
在
す
る
場
合
の
日
記
は
後
者
に
属
す
る
。
規
範
を
体
現
す
る
権
力
者
で
あ

る
点
検
者
の
眼
差
し
の
も
と
、
ま
ず
は
「
書
く
べ
き
こ
と
」（
規
範
に
沿
い
、
強
化
す
る
）
と

「
書
く
べ
き
で
な
い
こ
と
」（
規
範
か
ら
逸
脱
す
る
）
を
二
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
を

さ
ら
に
、「
書
く
べ
き
こ
と
」
よ
り
書
き
手
と
規
範
と
の
緊
張
関
係
が
弱
い
「
書
い
て
よ

い
こ
と
」（
規
範
が
許
容
す
る
）、「
書
く
べ
き
で
な
い
こ
と
」
よ
り
緊
張
関
係
が
強
い
「
書

い
て
は
な
ら
な
い
こ
と
」（
規
範
を
脅
か
す
）
を
検
証
す
る
視
点
も
見
出
せ
る
。
こ
れ
ら
に

加
え
て
、
そ
も
そ
も
規
範
を
拒
絶
し
、
あ
る
い
は
無
視
す
る
よ
う
な
「
書
か
な
い
こ
と
」

の
事
例
も
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　
「
書
く
べ
き
こ
と
」
を
書
き
綴
る
と
は
、「
◯
◯
ら
し
く
」
振
る
舞
う
こ
と
で
も
あ
る
。

前
述
し
た
少
女
の
例
で
い
え
ば
、「
書
く
べ
き
こ
と
」
と
は
敵
を
憎
み
、
味
方
に
感
謝
す

る
「
軍
国
少
女
ら
し
い
」
日
記
を
綴
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
規
範
の
要
求
に
沿
わ
な
い
内

容
（「
書
く
べ
き
で
な
い
こ
と
」）
が
続
け
ば
、
点
検
者
（
教
員
）
は
激
高
し
て
再
び
少
女
を
規

範
に
沿
わ
せ
よ
う
と
す
る
。
青
年
学
徒
兵
の
例
で
は
、
恐
れ
ず
、
怠
ら
ず
に
何
で
も
記

す
こ
と
が
「
軍
人
ら
し
い
」
振
る
舞
い
で
あ
り
、
日
記
の
中
断
や
失
念
に
よ
り
「
書
か

な
い
こ
と
」
は
軍
人
精
神
の
規
範
か
ら
逸
脱
し
た
振
る
舞
い
と
見
な
さ
れ
た
。
仮
に
少

女
や
青
年
が
「
書
い
て
は
な
ら
な
い
こ
と
」
を
綴
っ
た
と
し
た
ら
、「
書
く
べ
き
で
な
い
こ
と
」
の
比
で
は
な
い
重
大
な
結
果
を
も
た

ら
し
た
筈
で
あ
る
。
日
記
は
自
己
を
綴
る
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
の
自
己
は
規
範
化
と
逸
脱
の
力
学
の
中
で
表
象
さ
れ
る
複
雑

さ
を
孕
ん
で
い
る
。

　

明
治
期
以
来
、
日
記
は
子
ど
も
の
文
章
力
の
向
上
や
勤
勉
習
慣
の
定
着
に
と
ど
ま
ら
ず
、
成
長
管
理
の
教
育
手
段
と
し
て
活
用
さ
れ

た
（
第
1
部
1
章
、
柿
本
真
代
）。
教
育
者
は
性
別
、
学
年
な
ど
に
応
じ
た
「
か
く
あ
る
べ
き
」
規
範
に
沿
っ
た
行
動
と
感
情
を
子
ど
も
の

【図 11】リテラシー実践の自発と強制、規範化と逸脱の力学

日
記
に
期
待
し
、
子
ど
も
は
そ
の
期
待
を
内
面
化
し
て
、
模
範
的
に
、
す
な
わ
ち
「
良
い
子
ら
し
く
」
書
き
綴
り
、
あ
る
い
は
逆
ら
っ

て
逸
脱
的
に
振
る
舞
っ
た
で
あ
ろ
う
（
そ
れ
が
「
悪
い
子
」
に
な
る
）。
大
正
期
の
綴
方
指
導
で
は
、
日
記
は
「
児
童
の
偽
ら
な
い
告
白
」

で
あ
り
「
そ
の
赤
裸
々
な
記
述
の
中
に
は
一
種
の
貴
い
或
る
も
の
」
が
潜
在
す
る
も
の
と
見
な
さ
れ
た
﹈
35

▼
注﹇

。
日
記
と
い
う
媒
体
に
期
待
さ

れ
た
そ
の
よ
う
な
真
実
性
と
純
粋
性
は
、
都
市
と
農
村
の
対
立
軸
に
お
い
て
は
農
村
で
こ
そ
体
現
可
能
な
理
想
と
さ
れ
、
虚
飾
の
な
い

素
朴
な
「
農
村
児
童
ら
し
く
」
書
き
綴
る
子
ど
も
像
が
創
造
さ
れ
た
（
第
1
部
2
章
、
河
内
聡
子
）。
ま
た
、
女
性
こ
そ
が
純
粋
性
を
担
う

と
い
う
男
性
作
家
の
夢
想
は
、
そ
の
発
露
を
『
蜻
蛉
日
記
』
や
『
更
級
日
記
』
と
い
っ
た
王
朝
時
代
の
日
記
形
式
の
物
語
に
見
出
し
、

そ
れ
ら
を
翻
案
し
て
新
た
な
作
品
を
紡
い
で
い
っ
た
（
第
3
部
6
章
、
川
勝
麻
里
）。

　

日
記
を
綴
る
自
己
の
規
範
化
は
、
あ
か
ら
さ
ま
な
点
検
者
が
い
る
場
合
に
限
ら
な
い
。
本
章
第
二
節
で
も
確
認
し
た
よ
う
に
、
日
記

と
は
自
己
演
出
の
空
間
で
も
あ
る
。
書
き
手
が
「
見
ら
れ
た
い
自
己
」
や
「
見
ら
れ
て
も
構
わ
な
い
自
己
」
を
取
捨
選
択
す
る
限
り
、

そ
の
基
準
に
は
書
き
手
に
内
面
化
さ
れ
た
倫
理
的
・
社
会
的
規
範
が
働
き
、「
書
く
べ
き
こ
と
」
や
「
書
い
て
も
よ
い
こ
と
」
が
暗
黙

に
決
定
さ
れ
る
﹈
36

▼
注﹇

。
ま
た
、
書
き
手
自
身
が
具
体
的
な
規
範
を
強
烈
に
意
識
し
て
自
ら
を
律
す
る
こ
と
も
あ
る
。
戦
後
の
学
生
運
動
家
と

し
て
知
ら
れ
る
奥
浩
平
は
、
安
保
闘
争
で
命
を
失
っ
た
樺
美
智
子
の
遺
稿
集
に
決
定
的
な
影
響
を
受
け
、
自
身
の
成
長
の
糧
と
し
た
。

奥
が
ノ
ー
ト
に
綴
っ
た
日
記
（
一
九
六
三
年
四
月
二
九
日
）
で
は
、「
前
進
し
て
は
必
ず
樺
美
智
子
に
立
ち
戻
ろ
う
と
思
う
。
ぼ
く
の
心
の

よ
り
ど
こ
ろ
を
樺
美
智
子
に
し
た
い
」「
樺
美
智
子
が
（
正
し
く
は
、
樺
美
智
子
の
死
が
）
ぼ
く
に
反
省
と
い
う
こ
と
を
教
え
た
」「
ぼ
く
は

樺
美
智
子
の
精
神
を
正
し
く
と
ら
え
、そ
れ
に
触
れ
、自
分
を
樺
美
智
子
に
近
づ
け
た
い
」
と
、理
想
像
と
し
て
の
樺
（
奥
は
そ
れ
を
「
偶
像
」

と
認
め
て
い
る
）
へ
の
志
向
が
繰
り
返
し
語
ら
れ
る
。
い
わ
ば
奥
は
、
樺
美
智
子
と
い
う
規
範
へ
の
同
一
化
を
誓
い
、
実
践
し
、
反
省
す

る
媒
体
と
し
て
日
記
を
綴
っ
て
い
た
の
で
あ
る
﹈
37

▼
注﹇

。

　

規
範
化
と
逸
脱
の
力
学
は
、
読
者
を
意
識
し
た
自
己
表
象
と
い
う
意
味
に
お
い
て
は
、
日
記
以
外
の
書
記
行
為
全
般
に
も
作
用
す
る
。

し
か
し
と
り
わ
け
学
校
教
育
が
果
た
し
た
役
割
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、「
国
民
国
家
に
相
応
し
い
子
供
﹈
38

▼
注﹇

」
を
編
制
す
る
作
文
教
育
の
意

味
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
日
記
教
育
が
果
た
し
た
役
割
と
あ
わ
せ
、
近
代
日
本
の
書
記
文
化
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
手
掛
か
り
と
な
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ろ
う
。
本
書
で
は
学
校
教
育
に
お
け
る
「
書
く
こ
と
」
の
意
味
を
掘
り
下
げ
る
べ
く
、
日
記
指
導
を
す
る
側
の
教
員
へ
の
成
長
を
遂
げ

る
大
正
期
の
教
育
実
習
生
（
第
4
部
10
章
、堤
ひ
ろ
ゆ
き
）、「
女
学
生
」
の
規
範
を
体
現
す
る
高
等
女
学
校
に
同
一
化
し
つ
つ
差
異
化
を
図
っ

た
高
等
実
践
女
学
校
生（
第
4
部
11
章
、徳
山
倫
子
）、「
婦
徳
」の
規
範
を
強
く
意
識
し
な
が
ら
自
己
を
表
現
し
た
女
子
高
等
師
範
学
校
生（
第

4
部
12
章
、
磯
部
敦
）
の
事
例
を
取
り
上
げ
、
教
育
の
場
に
お
け
る
書
記
文
化
と
書
き
手
の
規
範
化
を
多
角
的
に
考
察
す
る
。

　
【
図
11
】
で
示
し
た
よ
う
に
、
規
範
化
と
逸
脱
の
力
学
は
、「
書
く
こ
と
」
と
対
に
な
る
「
読
む
こ
と
」
に
も
働
く
。
学
校
教
育
か
ら

一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
明
治
期
の
高
等
女
学
校
生
に
と
っ
て
、
小
説
は
「
読
む
べ
き
も
の
」
で
も
「
読
ん
で
よ
い
も
の
」
で
も
な
か
っ
た
。

そ
れ
は
明
確
に
、「
読
む
べ
き
で
は
な
い
」
も
の
で
あ
り
、
学
校
や
家
庭
の
方
針
に
よ
っ
て
は
「
読
ん
で
は
な
ら
な
い
」
も
の
で
あ
っ

た
﹈
39

▼
注﹇。
近
年
、
読
書
文
化
の
研
究
の
進
展
は
著
し
く
﹈
40

▼
注﹇

、
本
書
で
も
第
2
部
3
章
（
新
藤
雄
介
）、
第
3
部
8
章
（
中
野
綾
子
）、
第
5
部
14
章
（
大

岡
響
子
）
で
日
記
に
現
れ
た
読
書
記
録
の
意
味
を
問
う
。
そ
う
し
た
成
果
を
踏
ま
え
て
な
お
、「
書
く
べ
き
」
も
の
と
「
読
む
べ
き
」
も

の
を
決
め
る
力
学
の
解
明
は
、
今
後
も
検
討
す
べ
き
大
き
な
課
題
と
し
て
あ
り
続
け
て
い
る
。

5
　
近
代
日
本
の
日
記
文
化
を
浮
き
彫
り
に
し
、
相
対
化
す
る
た
め
に

　

以
上
、
本
章
で
は
史
料
・
モ
ノ
・
行
為
の
三
点
を
軸
に
近
代
日
本
の
「
日
記
文
化
」
の
実
態
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
た
と

え
他
者
に
見
ら
れ
る
も
の
で
も
赤
裸
々
な
自
己
を
綴
る
の
が
日
記
で
あ
る
と
い
う
観
念
は
、
過
去
に
霧
消
し
た
も
の
で
は
な
く
、
今
日

に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
七
年
時
点
で
購
入
で
き
る
『
交
換
ノ
ー
ト
』
は
、
仲
間
同
士
、
交
代
で
一
冊
の
ノ
ー
ト
を
書
き
終
え

た
後
に
、
裏
表
紙
の
「
通
知
表
」
で
自
己
評
価
す
る
形
式
を
と
る
【
図
12
】。
そ
の
「
感
情
」
項
目
で
評
価
対
象
に
な
る
の
は
、「
は
ず

か
し
が
ら
ず
に
書
け
た
」
と
と
も
に
「
み
ん
な
の
分
を
楽
し
く
読
め
た
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
生
真
面
目
な
媒
体
で
は
な
い
か
ら
こ
そ
、

日
記
を
め
ぐ
る
告
白
性
の
規
範
が
今
日
で
も
広
範
に
浸
透
し
て
い
る
こ
と
を
逆
説
的
に
教
え
る
事
例
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

教
育
手
段
と
し
て
日
記
を
活
用
す
る
と
い
う
発
想
も
、
教
員
に
対
す
る
提
出
用
の
日
記
や
連
絡
ノ
ー
ト
、
学
級
日
誌
と
い
っ
た
一
般

【図 12】『交換ノート』（カミオジャパン発行）の表紙と裏表紙

的
な
形
で
今
日
に
残
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
露
骨
な
事
例
を
挙
げ
れ
ば
、
二
〇
一
六
年
四
月
一
日
の
『
朝
日
新
聞
』
は
、
文
部
科
学
省
の

主
権
者
教
育
の
推
進
策
と
し
て
、
子
ど
も
が
「
お
手
伝
い
」
な
ど
で
家
庭
生
活
に
参
加
す
る
よ
う
取
り
組
む
事
項
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ

と
を
取
り
上
げ
た
﹈
41

▼
注﹇

。
推
進
策
を
ま
と
め
た
義
家
弘
介
文
科
副
大
臣
（
当
時
）
は
、「
家
庭
を
守
ら
ず
に
地
域
を
守
れ
る
か
」「
国
が
こ
ん

な
お
手
伝
い
を
し
な
さ
い
と
い
う
話
で
は
な
い
が
、
学
校
が
評
価
す
る
こ
と
は
必
要
」
と
述
べ
、「
子
ど
も
た
ち
が
手
伝
い
の
内
容
を

記
し
た
日
記
を
学
校
に
提
出
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
を
広
げ
る
考
え
」
を
示

し
た
と
い
う
。
日
記
指
導
に
よ
っ
て
「
お
り
こ
う
」
な
子
ど
も
を
養
成
す
る

思
考
も
、
今
日
な
お
健
在
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
書
記
習
慣
の
あ
り
か
た
は
、
決
し
て
普
遍
的
な
も
の
で
は
な

い
。
二
〇
一
五
年
八
月
三
〇
日
、
筆
者
は
タ
イ
の
チ
ェ
ン
マ
イ
大
学
で
近
代

日
本
の
日
記
文
化
に
関
す
る
講
演
を
お
こ
な
っ
た
際
、
受
講
生
で
あ
る
約

二
〇
名
ほ
ど
の
大
学
院
生
に
対
し
て
、
日
記
を
教
員
に
見
せ
た
こ
と
が
あ
る

か
と
聞
い
た
。
そ
の
反
応
は
、
経
験
が
な
い
し
、
そ
も
そ
も
あ
り
得
な
い
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
二
〇
一
七
年
八
月
二
七
日
に
同
大
学
（
大
学
院
生
、
約

三
〇
名
）
で
、
二
九
日
に
は
タ
マ
サ
ー
ト
大
学
（
学
部
生
、
約
四
〇
名
）
で
同
じ

質
問
を
し
た
と
こ
ろ
、
回
答
は
同
様
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
客
観
的

な
分
析
を
と
も
な
わ
な
い
個
人
的
な
体
験
に
と
ど
ま
る
が
、
先
述
し
た
ド
ナ

ル
ド
・
キ
ー
ン
の
回
顧
と
あ
わ
せ
、
日
本
の
書
記
習
慣
を
相
対
化
し
て
見
つ

め
る
一
つ
の
出
来
事
で
は
あ
っ
た
。

　

本
書
の
読
者
に
も
、
日
記
を
書
き
、
あ
る
い
は
書
か
さ
れ
た
経
験
を
も
つ

人
は
多
い
で
あ
ろ
う
。
戦
前
戦
後
を
問
わ
ず
、
日
本
の
義
務
教
育
を
受
け
て
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育
っ
た
人
々
の
多
く
は
、
学
校
の
日
記
指
導
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
。
年
末
年
始
の
書
店
に
様
々
な
日
記
帳
が
並
ぶ
の
も
、
ご
く
自
然

な
風
景
と
し
て
受
け
と
め
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
事
象
は
あ
ま
り
に
も
自
明
な
事
柄
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、
こ
れ
ま
で

他
の
地
域
や
時
代
と
比
較
し
て
相
対
的
に
見
つ
め
る
機
会
が
少
な
か
っ
た
と
も
言
え
る
。
本
書
で
は
そ
の
よ
う
な
近
代
日
本
の
日
記
文

化
を
浮
き
彫
り
に
し
、
相
対
化
す
る
た
め
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
日
記
文
化
と
研
究
状
況
（
第
6
部
15
章
、
宮
田
奈
奈
）、
近
現
代
タ
イ
の
日

記
文
化
（
第
6
部
16
章
、
西
田
昌
之
）、
日
本
と
イ
タ
リ
ア
の
中
世
の
日
記
文
化
（
第
6
部
17
章
、
松
薗
斉
）
に
関
す
る
論
考
を
収
め
た
。

　

日
本
は
「
日
記
の
国
」
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
赤
裸
々
な
自
己
語
り
に
価
値
を
見
出
す
「
私
小
説
」
の
独
自
性
の
起
源
が
、
平
安
以

来
の
日
記
文
学
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
﹈
42

▼
注﹇

。
し
か
し
ま
ず
必
要
な
の
は
、
近
代
日
本
に
お
け
る
日
記
文
化
の
隆
盛
を
、
聞
き

心
地
の
良
い
文
化
的
な
持
続
性
の
議
論
か
ら
一
旦
切
り
離
し
、
明
治
以
降
に
制
度
化
さ
れ
発
達
し
た
極
め
て
近
代
的
な
現
象
と
し
て
捉

え
、
日
本
に
お
け
る
「
書
く
こ
と
の
近
代
」
の
文
脈
に
位
置
づ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
た
抑
制
的
な
試
み
の
過
程
で
、
近
世
以
前

と
の
連
続
と
断
絶
は
改
め
て
問
題
と
し
て
浮
上
す
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
そ
の
よ
う
な
近
代
日
本
の
書
記
文
化
が
、「
私
小
説
」
が
そ

う
見
做
さ
れ
る
よ
う
に
、
ど
の
よ
う
な
意
味
で
日
本
に
「
独
自
的
」
と
言
え
る
の
か
を
、
学
際
的
・
国
際
的
な
研
究
体
制
で
検
証
す
る

こ
と
も
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
﹈
43

▼
注﹇

。
多
分
野
の
研
究
者
の
協
力
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
本
書
は
、
以
下
の
各
章
の
考
察
を
通
じ
て
、
そ

の
よ
う
な
研
究
を
促
進
す
る
一
助
に
な
る
こ
と
を
狙
い
と
す
る
。

▼
注

﹇
1
﹈
引
用
に
添
え
る
数
字
は
岩
波
文
庫
版
『
雪
国
』
の
頁
数
を
示
す
。

﹇
2
﹈
本
書
第
7
部
の
特
別
対
談
に
登
場
す
る
西
村
榮
雄
氏
の
『
学
徒
勤
労
動
員
日
記　

一
九
四
五
年
』（
朝
日
新
聞
出
版
サ
ー
ビ
ス
、
一
九
九
七
年
）
も
そ

の
一
冊
に
含
ま
れ
よ
う
。

﹇
3
﹈
福
田
氏
の
蔵
書
整
理
に
つ
い
て
は
、
田
中
祐
介
「
福
田
秀
一
先
生
の
思
い
出
」
福
田
秀
一
『
文
人
学
者
の
留
学
日
記
』（
武
蔵
野
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）

で
簡
潔
に
記
し
た
こ
と
が
あ
る
。

﹇
4
﹈
全
四
九
二
冊
の
う
ち
、
三
一
三
冊
に
書
き
入
れ
が
あ
る
。
未
使
用
の
日
記
は
一
九
六
〇
年
以
降
に
集
中
し
て
お
り
、
一
九
五
九
年
以
前
に
限
定
す
れ

ば
お
よ
そ
七
割
が
実
際
に
使
用
さ
れ
た
日
記
帳
と
い
う
計
算
に
な
る
。

﹇
5
﹈
数
字
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
通
し
番
号
を
示
す
。

﹇
6
﹈〈
近
代
日
本
の
日
記
帳
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〉
の
日
記
群
は
国
際
基
督
教
大
学
に
保
管
し
て
い
た
が
、
福
田
秀
一
氏
の
奥
様
で
あ
る
恵
美
子
氏
の
了
承
の
も

と
、
現
在
（
二
〇
一
七
年
時
点
）
で
は
筆
者
が
保
管
の
責
任
を
担
う
。
な
お
こ
の
ほ
か
に
〈
近
代
日
本
の
日
記
帳
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〉
を
利
用
し
た
研
究
と

し
て
、本
書
（
第
1
部
1
章
、柿
本
真
代
）
で
も
取
り
上
げ
る
『
日
誌
』（
通
し
番
号
7-

1
〜
7-

6
）
の
行
軍
将
棋
の
記
録
に
着
目
す
る
高
橋
浩
徳
「
日

本
と
世
界
の
行
軍
将
棋　

軍
人
将
棋
の
発
祥
は
日
本
だ
っ
た
」『
大
阪
商
業
大
学
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
産
業
研
究
所
紀
要
』
第
一
八
号
（
二
〇
一
六
年
六
月
）

が
あ
る
。

﹇
7
﹈
現
在
筆
者
が
代
表
を
務
め
る
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
課
題
番
号17K

13397

）
で
は
、
日
記
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
事
業
の
一
環
と
し
て
盛
り
込
ん

で
い
る
。
そ
の
成
果
の
発
表
は
他
日
を
期
し
た
い
。

﹇
8
﹈
西
川
祐
子
『
日
記
を
つ
づ
る
と
い
う
こ
と
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年
）、
七
頁
。

﹇
9
﹈
こ
の
問
題
を
扱
っ
た
著
作
に
保
阪
正
康 『『
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』
の
戦
後
史
』（
文
藝
春
秋
、
一
九
九
九
年
）
が
あ
る
。

﹇
10
﹈
作
家
の
日
記
の
虚
実
に
つ
い
て
は
、
紀
田
順
一
郎
『
日
記
の
虚
実
』（
ち
く
ま
文
庫
、
一
九
九
五
年
）
が
多
数
の
例
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

﹇
11
﹈『
歌
劇
日
記　

昭
和
十
五
年
版
』
よ
り
。〈
近
代
日
本
の
日
記
帳
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〉

244
。

﹇
12
﹈
日
記
に
お
け
る
重
層
的
な
自
己
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
は
、
小
林
多
寿
子
「
自
己
の
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
日
記
│
近
代
日
記
の
成
立
│
」（『
現
代
の

エ
ス
プ
リ
〈
日
記
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン　

自
己
を
綴
る
、
他
者
に
語
る
〉』、
第
三
九
一
号
、
二
〇
〇
〇
年
二
月
）
も
参
照
の
こ
と
。

﹇
13
﹈
大
蔵
省
印
刷
局
編
『
大
蔵
省
印
刷
局
百
年
史　

第
2
巻
』（
大
蔵
省
印
刷
局
、
一
九
七
二
年
）、
二
二
六
〜
二
二
九
頁
。
な
お
一
八
八
〇
（
明
治
一
三
）

年
用
の
『
当
用
日
記
簿
』
は
香
川
大
学
神
原
文
庫
に
所
蔵
。
現
物
の
見
返
し
上
部
に
は
、Belong to Jugoi Tadanari M

atsudaira B.S. K
am

i Rokuban ch ō 

January 1880. Tokio Japan.

と
記
さ
れ
る
。
信
濃
上
田
藩
の
最
後
の
藩
主
を
務
め
た
従
五
位
下
の
松
平
忠
礼
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
見
返
し
下
部
に
は
、

T
his is very useful book.

と
記
さ
れ
る
。
日
記
欄
は
一
月
一
日
よ
り
、
約
一
ヶ
月
分
の
記
入
が
あ
る
。
な
お
、
同
史
料
の
閲
覧
に
際
し
て
は
、
香
川
大
学

図
書
館
の
河
原
佳
子
様
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
翌
一
八
八
一
（
明
治
一
四
）
年
用
の
『
当
用
日
記
簿
』
は
一
橋
大

学
西
川
文
庫
に
所
蔵
し
、
同
大
学
の
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
で
全
頁
の
閲
覧
が
可
能
で
あ
る
（http://herm

es-ir.lib.hit-u.ac.jp/da/handle/123456789/6050

、

二
〇
一
七
年
一
一
月
二
日
最
終
ア
ク
セ
ス
）。
印
刷
局
発
行
の
日
記
類
に
関
し
て
は
、青
木
正
美『
自
己
中
心
の
文
学
│
日
記
が
語
る
明
治
大
正
昭
和
│
』（
博

文
館
新
社
、
二
〇
〇
八
年
）
の
第
一
部
「
本
邦
日
記
帳
事
始
め
」
も
参
考
に
な
る
。



研
究
視
座
と
し
て
の
「
日
記
文
化
」
―
―
史
料
・
モ
ノ
・
行
為
の
三
点
を
軸
と
し
て
―
―
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﹇
14
﹈
例
え
ば
当
時
の
『
朝
日
新
聞
』
掲
載
の
出
版
広
告
か
ら
は
、
以
下
の
日
記
帳
が
確
認
で
き
る
。『
便
用
日
記　

明
治
二
十
四
年
』（
哲
学
書
院
）、

一
八
九
〇
年
一
二
月
二
三
日
。『
明
治
廿
五
年　

信
盛
日
記
』（
神
部
千
三
）、一
八
九
一
年
一
二
月
二
二
日
。『
明
治
二
十
七
年　

懐
中
日
記
簿
』（
求
光
閣
）、

一
八
九
三
年
一
一
月
二
二
日
。『
明
治
二
十
八
年　

医
家
日
記
』（
島
村
利
助
）、
一
八
九
四
年
一
一
月
二
一
日
。『
二
十
八
年　

年
中
日
記
』（
東
雲
堂
）、

一
八
九
四
年
一
二
月
二
〇
日
。
ま
た
、他
紙
の
広
告
か
ら
、『
基
督
教
新
聞
』
で
は
『
吾
家
之
歴
史
』（
警
醒
社
）、一
八
九
一
年
一
〇
月
二
一
日
。『
読
売
新
聞
』

で
は
『
教
育
家
懐
中
日
誌
』（
八
尾
新
助
）、
一
八
九
三
年
一
二
月
二
四
日
、『
懐
中
日
記
簿
』（
金
櫻
堂
）
一
八
九
三
年
一
二
月
二
四
日
、
な
ど
が
あ
る
。

﹇
15
﹈『
社
史
で
見
る
日
本
経
済
史　

第
七
七
巻　

博
文
館
五
十
年
史
』（
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
一
四
年
）、
一
〇
四
頁
。

﹇
16
﹈
坪
谷
善
四
郎
『
博
文
館
五
十
年
史
稿
本
』（
三
康
図
書
館
所
蔵
）
の
一
九
三
七
年
の
項
。

﹇
17
﹈
文
部
省
編
『
学
制
百
年
史
』（
帝
国
地
方
行
政
学
会
、
一
九
七
二
年
）
よ
り
。http://w

w
w.m

ext.go.jp/b_m
enu/hakusho/htm

l/others/detail/

　

1317590.htm

（
二
〇
一
七
年
一
一
月
一
三
日
最
終
ア
ク
セ
ス
）。

﹇
18
﹈「
日
本
の
成
長
と
教
育
│
教
育
の
展
開
と
経
済
の
発
達
│
」（『
文
部
時
報
』
一
九
六
二
年
一
一
月
）、http://w

w
w.m

ext.go.jp/b_m
enu/hakusho/htm

l/

hpad196201/hpad196201_2_011.htm
l

、
二
〇
一
七
年
一
一
月
一
三
日
最
終
ア
ク
セ
ス
。

﹇
19
﹈
も
っ
と
も
実
際
に
は
修
学
後
の
中
途
退
学
者
（
不
就
学
）
も
多
く
、
全
国
規
模
で
卒
業
ま
で
小
学
校
に
通
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
も
う
少
し
後
の

時
期
の
可
能
性
が
高
い
と
の
指
摘
が
あ
る
（
土
方
苑
子
『
近
代
日
本
の
学
校
教
育
と
地
域
社
会　

村
の
子
ど
も
は
ど
う
生
き
た
か
』、
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
九
四
年
）。
大
門
正
克
は
土
方
の
著
作
を
踏
ま
え
、
小
学
校
教
育
の
定
着
に
と
っ
て
重
要
な
画
期
と
な
っ
た
の
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
で
あ
る
と

述
べ
て
い
る
（『
民
衆
の
教
育
経
験　

農
村
と
都
市
の
子
ど
も
』、
青
木
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）、
二
〇
頁
。

﹇
20
﹈
大
門
『
民
衆
の
教
育
経
験
』
の
特
に
第
五
章
「
教
育
の
社
会
的
機
能
と
社
会
移
動
」
を
参
照
の
こ
と
。

﹇
21
﹈
様
々
な
教
育
機
会
を
有
効
活
用
す
る
者
が
あ
る
一
方
で
、
そ
う
し
た
制
度
に
馴
染
ま
ず
に
、
本
節
で
後
述
す
る
語
を
用
い
れ
ば
「
逸
脱
」
す
る
者

も
少
な
か
ら
ず
い
た
。
戦
前
日
本
の
「
不
良
」
生
徒
に
つ
い
て
扱
っ
た
著
作
と
し
て
は
、D

avid R
. Am

baras, B
ad Youth: Juvenile D

elinquency A
nd T

he 

Politics O
f Everyday Life In M

odern Japan (Berkeley, C
A: U

niversity of C
alifornia Press, 2005)

が
あ
る
。

﹇
22
﹈
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
『
マ
ス
・
リ
テ
ラ
シ
ー
の
時
代
│
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
読
み
書
き
の
普
及
と
教
育
│
』（
北
本
正
章
監
訳
、
新

曜
社
、
二
〇
一
一
年
）、
一
五
五
頁
。

﹇
23
﹈
西
川
『
日
記
を
つ
づ
る
と
い
う
こ
と
』、
六
頁
。

﹇
24
﹈
同
前
、
二
九
六
頁
。

﹇
25
﹈「
日
記
文
」
が
ど
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
て
い
た
か
を
日
記
文
範
に
見
れ
ば
、
吉
野
甫
『
日
記
文
作
法
』（
昭
和
堂
、
一
九
〇
八
年
）
に
は
、「
日
記
文
は
、

日
記
に
文
の
一
字
を
加
へ
た
だ
け
、
文
学
の
領
域
に
入
つ
た
の
で
あ
る
」（
三
頁
）、「
日
記
文
は
常
に
自
分
が
中
心
に
な
つ
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
自

叙
体
を
採
る
が
可
い
。
自
分
が
自
分
よ
り
離
れ
た
地
位
に
あ
っ
て
、
事
象
を
客
観
的
に
叙
述
し
た
の
で
は
叙
事
や
叙
景
の
文
と
し
て
は
面
白
か
ろ
う
が
、

日
記
文
と
し
て
は
賛
成
が
出
来
ぬ
。
日
記
文
は
自
叙
体
で
、
飽
く
ま
で
も
自
己
中
心
の
描
写
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」（
五
四
頁
）
と
の
記
述
が
あ
る
。
一

例
に
過
ぎ
な
い
が
、
参
考
ま
で
に
記
し
て
お
く
。

﹇
26
﹈
芹
沢
茂
登
子
『
軍
国
少
女
の
日
記
』（
カ
タ
ロ
グ
ハ
ウ
ス
、
一
九
九
五
年
）、
八
頁
。

﹇
27
﹈
同
前
、
九
頁
。

﹇
28
﹈
青
木
『
自
己
中
心
の
文
学
』（
一
九
頁
）
で
は
、
博
文
館
新
社
の
社
長
を
務
め
た
大
橋
一
弘
氏
の
発
言
と
し
て
、
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
の
『
当

用
日
記
』
の
発
行
は
二
万
部
で
あ
っ
た
と
紹
介
し
て
い
る
。

﹇
29
﹈「
日
記
」
と
「
日
誌
」
の
違
い
は
、
国
語
辞
書
等
の
定
義
を
踏
ま
え
、
前
者
が
個
人
が
綴
る
出
来
事
と
内
面
の
記
録
、
後
者
が
組
織
や
集
団
の
中
で
個

人
な
い
し
複
数
の
者
が
綴
る
出
来
事
中
心
の
記
録
、
と
一
応
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
本
書
（
第
1
部
1
章
、
柿
本
真
代
）
の
注
﹇
6
﹈
で
柿
本

真
代
も
述
べ
る
よ
う
に
、
実
際
に
は
使
い
分
け
が
な
い
場
合
も
多
か
っ
た
。

﹇
30
﹈
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
『
百
代
の
過
客　

日
記
に
み
る
日
本
人
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
一
年
）、
二
五
〜
二
六
頁
。

﹇
31
﹈
軍
大
尉
を
務
め
た
多
米
田
宏
司
の
証
言
。
飯
塚
浩
二
『
日
本
の
軍
隊
』（
岩
波
現
代
文
庫
、
二
〇
〇
三
年
）、
四
二
頁
。

﹇
32
﹈
日
本
の
軍
隊
教
育
に
お
い
て
日
記
が
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
は
、
一
ノ
瀬
俊
也
『
近
代
日
本
の
徴
兵
制
と
社
会
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
年
）

の
第
一
部
「
兵
士
が
軍
隊
生
活
の
『
所
感
』
を
書
く
こ
と　

軍
隊
教
育
の
一
側
面
」
が
参
考
に
な
る
。

﹇
33
﹈
土
田
昭
二
著
・
林
え
い
だ
い
編
『
特
攻
日
誌
』（
東
方
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）、
五
頁
。

﹇
34
﹈
大
内
誠
『
兵
営
日
記　

大
戦
下
の
歩
兵
第
27
聯
隊
』（
み
や
ま
書
房
、
一
九
八
八
年
）、
六
〜
七
頁
。

﹇
35
﹈
友
納
友
次
郎
『
尋
常
小
学
綴
方
教
授
書
（
第
三
学
年
前
期
用
）』（
目
黒
書
店
、
一
九
二
一
年
）、
一
一
〜
一
二
頁
。

﹇
36
﹈
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
規
範
か
ら
逸
脱
し
た
予
想
も
し
な
い
内
容
が
書
き
記
さ
れ
る
こ
と
が
、
日
記
の
面
白
さ
で
も
あ
る
。

﹇
37
﹈
レ
ッ
ド
・
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
刊
行
会
編
『
奥
浩
平　

青
春
の
墓
標
』（
社
会
評
論
社
、二
〇
一
五
年
）、九
七
〜
九
八
頁
。
な
お
、こ
の
事
例
に
関
し
て
は
「
近

代
日
本
の
日
記
文
化
と
自
己
表
象
」
第
二
回
研
究
会
（
二
〇
一
四
年
一
二
月
六
日
）
で
報
告
さ
れ
た
道
家
真
平
「〈
学
生
〉
た
ち
の
記
録
行
為　

戦
後
学

生
運
動
の
現
場
か
ら
」
で
得
た
知
見
と
示
唆
が
大
き
い
。
感
謝
と
と
も
に
こ
こ
に
記
す
。

﹇
38
﹈
高
橋
修
「
作
文
教
育
の
デ
ィ
ス
ク
ー
ル　
〈
日
常
〉
の
発
見
と
写
生
文
」
小
森
陽
一
・
紅
野
謙
介
・
高
橋
修
編
『
メ
デ
ィ
ア
・
表
象
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー　

明

治
三
十
年
代
の
文
化
研
究
』（
小
沢
書
店
、
一
九
九
七
年
）、
二
五
八
頁
。
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Ⅰ
章
　
教
育
手
段
と
し
て
の
日
記
が
定
着
す
る
ま
で
―
―
明
治
期
少
年
の
『
日
誌
』
に
み
る
指
導
と
規
範
―
―
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第
Ⅰ
部 

◉ 

自
己
を
綴
る
こ
と
の
制
度
化

﹇
39
﹈
稲
垣
恭
子
『
女
学
校
と
女
学
生　

教
養
・
た
し
な
み
・
モ
ダ
ン
文
化
』（
中
公
新
書
、
二
〇
〇
七
年
）
の
第
一
章
「
文
学
少
女
」
を
参
照
の
こ
と
。

﹇
40
﹈
近
代
日
本
の
読
書
文
化
の
研
究
成
果
は
、
和
田
敦
彦
『
読
書
の
歴
史
を
問
う
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
四
年
）
を
参
照
の
こ
と
。

﹇
41
﹈「『
お
手
伝
い
』
政
治
意
識
向
上
？
」『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
六
年
四
月
一
日
、
三
九
頁
。

﹇
42
﹈
例
え
ば
キ
ー
ン
『
百
代
の
過
客
』、
一
八
頁
。

﹇
43
﹈
例
え
ば
近
年
の
研
究
で
は
、
戦
場
で
綴
ら
れ
た
日
本
・
中
国
・
ア
メ
リ
カ
の
兵
士
の
日
記
を
多
数
分
析
し
た
著
作
と
し
て
、Aaron W

illiam
 M

oore, 

W
riting W

ar: Soldiers Record the Japanese Em
pire (C

am
bridge, M

A: H
arvard U

niversity Press, 2013)

が
あ
る
。
国
際
的
な
共
同
研
究
の
成
果
を
ま
と
め
た

も
の
と
し
て
は
、
鄭
昞
旭
・
板
垣
竜
太
編
『
日
記
が
語
る
近
代　

韓
国
・
日
本
・
ド
イ
ツ
の
共
同
研
究
』（
同
志
社
コ
リ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
四

年
）、
お
よ
び
板
垣
竜
太
・
鄭
昞
旭
編
『
日
記
か
ら
み
た
東
ア
ジ
ア
の
冷
戦
』（
同
上
、
二
〇
一
七
年
）
が
あ
り
、
論
集
全
体
を
セ
ン
タ
ー
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。
日
記
、
あ
る
い
は
よ
り
広
く
「
自
己
証
言
文
」
を
め
ぐ
る
国
際
研
究
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
様
々
に
あ
る
が
、
私
自

身
も
二
〇
一
七
年
は
じ
め
、
韓
国
全
州
の
全
北
大
学
が
主
催
す
る
個
人
文
書
を
主
題
と
し
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
報
告
を
お
こ
な
い
、
総
合
討
論
で
は

今
後
の
国
際
連
携
が
提
案
さ
れ
た
（M

ain C
urrents of Personal D

ocum
ent Study in East Asia: C

om
parative Perspectives on C

om
pressed M

odernity

、

二
〇
一
七
年
一
月
一
五
〜
一
八
日
）。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
果
は
、
손
현
주
・
차
윤
정
・
이
정
덕
・
왕
쉬
후
이
・
쉬
쉬
에
찌
・
왕
리
치
아
오
・
쳉
리
중
・

타
나
카 

유
스
케
・
츠
치
야 

슈
이
치
・
아
소 

아
유
미
・
남
춘
호
・
유
승
환 

공
저
『
일
기
연
구
의 

방
법, 

현
황, 

그
리
고 

응
용
』 （
지
식
과 

교
양
、 

二
〇
一
七
年
）

と
し
て
公
刊
さ
れ
て
い
る
。


